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«« 巧 X 

巧 店み I 、 •下 曲がを 大 巧 か 巧 巧 


ナナスち 苦刊巧 の 昔 葉 • 一一 
ホな 去 fs とするな 香巧襄 R の賽 は、 これにけ 店す る 巧二菱 度に さ、 S - 
ミを 累 S ご， ク とで、 ミ 世界史 的妄 は、* さ K、 お 米 望 ホ ss 巧を お 

巧せ し 《、インド、 南！ r 度 拥 、カナ グ S 面に 互 & 音 おか 陣を おはせ し 《ん とする 
ナナ： ド イミ 扣 によつ て、 か <も 這め 度 刹を 巧 巧した わ •こた ミ ご， •《按 
ち 日 S 防塞？ ミ、 ゲ こ'； S 立に よつ て妄し 巧た もので わり、 しかん々 中 

巧 ネ受咯 K よ，、 イ て； 普 化か ミ、 巧 K 巧」 を# 長期 R に 養# ん とす 5 一 
* さに 巧 興 ド イヴち 巧が 呈の 夏を S し、 是 資を提 して、 巧な せんとす る* 

に、 巧し さ 化 巧を 巧 巧 せんとす る • 

か <て ドイツを 好る ことは、 日本を 知る ミで み，、* た 日本を 巧る ことは、 ド イブ も 巧 
おする じと である* 

丰巧 ミ、 こ S す； プ S ミ なる 世 ミ 苦 保を 投 で、 巧强 化する た 《 K ナホ： 
ドイツの 妾を 贸 せんとし、 巧サ て、 巧が 呈が 何を 巧す •へ ミ OSS 柏に# する、 
明度なる 解答を 典 へんと する もので わる • I 



自分は、 日常 非常 じ巧忙 G 生活を してを るので、 お 多くの 普 緒を が 撒して お 
なの じ、 を究的 じな々 の硏究 するな どと いふ おがない。 た夕 かがの お 化が 如何 
じ 動きつ、 あるか、 如何 じ 世 おの お 巧が 轉 巧し 進 成しつ、 あるか じついて は、 
他人の 頭 腿を 通して ではなく、 自分の 目で 觀て 、巧 巧の 事. 货 、卽も 現. 议 をな 规 
する ことじ 化つ て、 これらを 綜合し、 或は 喊納 する ことじ 化つ て、 をの 結 お、 
どぅ 現 はれて ホる か、 とい ふこと だけは、 つまり 結論 だけは がぇ 中 化な して ゐ 
る もので わる。 かるが 故 じ、 なじ 述べる こと も、 巧 訊 化の お强 みぶ はを 方即じ 


日丰と ナナ* gsa 

五つて 巧沉な 知識を 持つ てゐる 人達の 事物 じ 巧す る 硏究の 態度から 見たなら 
ぶ、 巧 前 化 旨 大要で、 お 話 じなら ぬと 化 はれる。 なしながら、 自分の 信 中る と 
ころでは、 が 說や說 明 じ 於て、 どれは ど链 我を 整へ た 立派な もので あらぅ とも 
诘巧 をれ は附燒 巧と いふ もので あつて、 本な のな をと いふ もの、 本 當の見 透し 
とい ふ ものは、 さぅ いふと ころから 山て ホる ものでは なく、 入 額に 巧 けられた 
なけ；^ る 本 化の がきから 出て ホる もので ゐ ると、 化 ふので ある。 をれ が、 げら 
色々 踞夕な ことじ こだは ると、 をの をげ G 本能の がきが がくなる、 本能の 明 巧 
な 巧が* るので ある。 一切の 邪を を まつて、 虛ム 世な、 無 巧 お 也で ある 時、 初 
めて 森 巧 巧を 一切の み 物の ものが、 ふの 儀に げやる ものでは ないかと 化 ふ。 


一 2 



さう いふ 氣 持で、 自 かは 今までな 始 一貫 やつて ホて ゐ るので ぁる。 を あの人 か 
ら 見れ ぶ、 自 かのを ふところ 甚だ 巧 巧で ぁり、 ま强じ 見ぇる かも かれ 《 が、 白 
々はさう と 信じた ところを をの ま、 云つ てゐ るので あつて、 云つ たこと が 巧る 
か赏ら 《 かは、 今後の 事 巧の お 開じ俟 つょり 他は ない ホ 巧で ぁる。 本を を讀む 
じを つては、 さう いふつ もらで なかのを つたこと、 を いわこと を 謝んで 巧 ひた 
いと 化よ 0 

« か 十五 年 十一月 

末み 信 正 

序 
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日 ホ 


H 巧が 一二 困同駐 

一 •一一 一田 同 巧の 巧 格 

二、 一二 田 同 巧と ブ ヴィエト •ロ シヤ 

一二， S 苗 同 巧と 巧が 

四. 111 W 同が と 日本 

五 • S 巧 同盟の 巧ち を 

六、 日本と 巧 ホ 
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- r 四つの 巧 因を 一巧せ ょ 

一二、 巧變の 解 巧 促進の 手段 

四 •巧な 反 巧すべき 巧 お 

五 > 巧 巧 上から 巧た 甫が 群な の 巧 値- 

六* お 巧す る アメリカ 海 巧 
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• I 二 田 同 巧の 巧 巧 


なせられ たる 一一 一廣 巧盟 にがいて であるが •いま 化閒 では •今 明に 
b •お 局 それは ナチ ス •ドィツの ため 一み 的に 利用され るぱ わり 
亡と にないて 非常に 巧 問に おつて ゐ ると いふ ことを ょく 聞く ので 
にないてな ぺ てみたい と 思 ふ。 

•ドイツ も •これを ドイツの 円のに 向つ て* 現 巧の 立 巧から 大い 
に 利用す るで をら うと 化 ふ。 さう となれば* 日本 もまた この 同盟を よくが 用 卞れぱ よい わけ 
で わって、 ドイツ 仰に のみが 用され る ばかりで あると いふ 巧 スは训 巧つ て わると 化 ふので を 
日 « サ 111 田 HB 
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元々 •化 ホの 巧 巧 上 •な 洗に かける 巧が と 巧 西に がける 円本と が 》 直接 目に なえる 利杳巧 
巧の みで お 合した とい ム 風に おへる ことは •この 一三 巧 同盟に 巧す る 化の 巧 副* 認敦ホ 化と い 
ム ものでは あるまい かと お ふので ある 0 

巧し •巧が 巧 闲お邮 に 蹄 おされて ホた 巧盟 などと いふ ものは •をれ が 如が なる 猛 巧の 巧 S 
にしても •铅 て岗 ホ閒の 利杳巧 係から 巧が てむ る もので あつて •締 なした 固 お 間の 利 杳が一 
をして わる 巧閒 だけは 巧 巧に 巧 巧し •おめ を ほ 行して 巧 < のでを るが •一巧 利 華が 一を しな 
< を ると •化 庇の か < これを 巧て、 がみない。 わう いふ エ なで わる わら， 巧な がな といん * J 
とが 巧 巧 巧 巧の 常態で わつ たので ある。 併しながら •今 巧の 口 巧 か 一三 巧 同盟と いふ ものは 》 
かう したが ホの 问盟 とはが 巧淫 をのを つた ものであると •自分は 化つ て わる， 

サ ホのを あの 卜：に 求めても， かう いつた 風の 同盟と いふ ものは •ちょつ と 巧 例を 巧 W す こ 


とが 巧 巧を いと 巧ム •それせ •まる 人* は •この 同盟を •思 巧® まは 文化 巧の ための 巧 巧で 
わつて •お 巧の 8 {をでは •直ちに その 执 巧 にを てが i らぬ •とい ム 風に 云ム〇 しわし それば 
わりでは ある 1 いと 化ん 〇 勿を •一方には. 利窜閒 ながを がそれ に 附随して ゐる ことは をに 
- 改めて 云 ふ i でもを いちこの 同盟に 化つ て > 所謂 ホ 新 苗 おがち を® ホを 困 おおち g 柏が 
两お卽 ち 巧 ま ホ ま 田 美を とが •巧 白に 巧 お 立す る t とに なつて* これが 政治的に* 巧 巧 句 
に •巧 事 的ち また 化の 角 巧から 見れ ち 巧を 的に •义化 的に、 ホ 常を 尖投 なる 爭 押を これ 
わら 展開して 巧 < ことにな つたので わる 〇 そこに 世 ホの お 巧が 一大 貨 みを 遂げる のに •こ I 
ポま大 なち 機になる とい ふことは、 閒を ひない ことで わる。 か 何なる 巧 化から ちても •この 
一一 一因 同盟が 世 ホの 巧を の 上で* 非常な- 大化ホ 巧で ゎると いふ ことは、 巧を ひない と 巧 ム《 
故に これを ナチ K •ドィツの みが 巧 用 するとい ム風 におへ るのは •一つの がみと 云 ふべ をで 
はわる 4 いかと 思 ム》 

日 H か 己 画 nil 



H 本と ナ ♦ス觸 逢 

謡 同盟 S 巧 忘 巧つ 了* •お 農が ミ 夏 •巧洲 K がけ 5 揭 がと いを 一一つ 0 巧 巧 巧ん が 
わつて •これが な 治 かに、 巧 巧 的に， 巧 事 的に •巧 巧に 和提 巧した のでを るが* この 一一 一尚 同 
S といん もの、 閒 に、 ツグ ィ t 卜 •ロシアと いふ ものが 巧 まれ スゐ ると いふ ことを ちへ なけ 
れぱ ならぬ とち ム。 

二、 II 围 同盟と ソヴィエト •ロシア 

、 

な洲 にがては かや ドィツが 困 巧を 巧して 大巧 ィギリスと 巧 巧を 巧け て わる。 この 粧 がの 巧 

みを 幫 して’ ツヴ王 卜こシ 7 が 值< なさを 望を をげ ょぅとい ふ S •現 蒙 ドィツに 

• - 

とつて 巧大 をる 巧みで わると 化 ふ。 

* た臺 C がけ 5 夏と」 て も、 お菱が 杳援と 巧更お 等る C えな 苗 巧巧秩 
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巧のを 設 をし ようとい ふが にを つて、 化に 巧を をして わる ソゲ ィ K 卜 • B シアと 闻 ホを 巧け 
て 行かを ければ ならぬ とい ふことは •ごれ また 巧大 ながみ である 0 
がるに、 その 巧 かと 日本と が、 ま 西 相げ 巧して 111 巧 同盟を がが し > なにし つわりと 結びつ 
いたと いふ ことは •« ーッ ヴィエト •《 シアが 巧 巧に 巧して なお 巧のに 化る 巧には， 背を を 
日本から 化 はれる し •日本に おして 巧 お 巧 巧に 出ようと する をら ぱ •な 洲ホ 面で 巧が に 晩を 
れ ると いふ ことになるの である わら ♦い < らお 謀を ッヴ イユト •。シアで あつても. が ホの 
やうな 不巧奔 化な •す 巧な 態 巧を なて かを も投 けて 巧 < とい ふことは •裝ゼ 巧し い 巧 巧で わ 
ると 思 ふので わる 0 

まは ッ ヴィエト •。シアが ィギリス 若く せ アメリカと 紀ぶ とい ふこと も* ち へられな いこ 

とはを いが* ッ ゲィ 王卜 •。シアに しても* おを 闽 巧を 巧して 居 〇、 を 巧の 利 巧 脚 係を 巧つ 

てね る网 との 閒 巧の ホが より 巫大 を問駐 であ まら •その かむ をまざる とを 閒はス この 
Hn か I ユ田巧 B • 



日本と ナ手 KWH 

日累畐 影と いふ 表が.- ッ ヴィユ こ" ッ； 遣 巧 励に ついて 晏て委 をが 審を 

持つ ことは •無 黄 常 翰め にも 明白を ことで わる。 

巧に 進んで ちへ てみ るに •夏と 累 ミ、 現 童び 将來 にがて •利を が 蓋 巧 突す ると 
いん？ 巧ち ょつ と 今 ろろ を&い 。提巧 ぞ言强 化する とも 器す るを を 

てた る S いと 思ん。 

一す ヴ王卜 こ シアに をつ てを ち累 とも 曼 する § 性が わ るし •星 とも 巧 
季る可 お 裳を るので、 畐が巧 巧に おびつ いて わる 映りは •言 いづれ の S ともれ 巧 
の 立 巧に 化つ を ふことは •ッヴ ィユト こ. シ 7 にか ミクなる 不巧 でぁろ 遠 巧 あ攻 と 
いんか 义鲁 から* る ことで をる が •今日 秦と 巧んで 直ち S 塞攻を 活用 するとい ふこ 
とは-巧 蒙 現化忆 がて は •ろょ つと 望を をい 己と を 0 で わ ミ 
を 等 CK たち 合して 5 てみ るを らば •日 ッの曼 巧ち といん ことは •どの 程 巧に* で 
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巧 < わは 巧 酉では わる けれども •巧に 角 •調を され 巧る もので わると 考 へざる fc 巧を いので 
わる。 それが を 互の 利を でを る〇た r ソヴィエト •ロシアと しては、 す 巧 おを 巧たい とい ム 
のが* 帝な 時れ からの 傅が 的 因を をのであつて •現在に 至つても おに も 西に も 出口と いふ も 
のがを いので ある。 さぅ すると 》 その 巧 中に 出る ょり 他に をはを い〇 その 巧 中に 化る をと い 
ム ものを 》 日 巧 か S 苗が 設 める とい ふこと になれば* 日本 も， ドィツ 4 •ィタ 9— も* ソゲ 
ィ エト •ロシア も、 いづれ もな つて 巧け ると いふ わけで わつ て •そこに 》 日 巧 かと ソゲ ィ王 
卜 •《 シアとの 两巧 調を の 巧 巧が 開けて 巧る •わぅ 見を ければ をら のと お ふ。 

111、 111 困 同 おも 巧 巧 

F ィブと ィ タリ— は •現に 111 巧 同盟. を 巧 用して •パル カンから 化 お ホ 面に 進 的を 巧みて わ 

HM か 一二 ■两 E 



日丰と ナナス Ha 

るの' で わる 〇 それにつ いては •ブ ゲィ よ卜 •。シアと 巧が 謀 解が なけれ ぱ ならね。 巧 聞で 
は 》 謀 がが あると かないと かを* に 巧へ て わるので あるが、 これは 必ずや そこに 何等かの な 
解が 巧 立して ゐる ものと なる のが 至を であらう とおん。 

これは 一一 一巧 同 おのた 蔭で •巧 かが さう いふかき が W がる やうに なつた ので わる 0 
巧 かの ィギ U ス におす る 上 巧 作 弦は， 今にも 巧 はれる やうな 巧 巧を 示しを がら も •なわな 
わ 一 板の 巧 特に 副は ないで •巧 かとして 巧 東方 面に 作 巧を 開始した とい ふことは 》 なのなる 
ところでは、 巧洲 政が 巧 當に長 巧に 互る もので わると いふ ことを* おして* かう した 巧 巧に 
曲て わるもので わると 思 ふ。 

なの 巧に 堪 へて 巧く には •その 巧 巧 田を 巧乂し •强 化する とい ふこと が •何ょりも 大巧を 
巧进で わつて •现が •巧-ホせ が 大巧を 時ょ 〇 も. 比較に をらぬ ほどを わに お 巧を 大地 巧に 
互る 巧 巧 巧を •か 日の 巧 かは 巧に 卜 いめて ゐ るので & るが •まだまだ それでは 化して 十々 とは 
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をへ をい？ わるから‘ そ 0 累掛 s 大强 化に 巧つ て •今 巧 力を して わる？ & る。 i 
同 巧は 盟文 にょつて 明かな か < に、 十 年閒は 必ずな < ものでぁる • これを をな 的に 巧 用し 
て 》 お 巧 旧の 巧 大巧 化を 田つ て わる ホ 巧で 》 彼等のを すと ころは 化して ルなら ホと 自分は あ 

つて わるので わる • 

- 

田、 III 困 巧る も 日本 

f 

わう いふ 風に 111W 同 巧が 巧 用され て •そこで 初めて 同盟の 意 まが わるので わつて •同 巧に 
日本と しても •この 同盟を 巧 用し をければ ならぬ。 

現在 日本が やつて わる か货强 巧ち 巧と いつた やうな、 巧て ドィッが 巧 ー ホな が 大戰 で參つ 

たやう を •菱 見§ ない 爱養を a ミ Q 大妻 を装堇 C-C が冀 るな Q も^で 

日 JS サ lllMHIl 
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はない •巧ん や 大巧 里の 巧 秩序の 建設な どと い ム大を 業は •をれ では 到を# 巧す る ことが す 
1 であると 云は ざるを 得ない ので わる。 

がら ばか 何に なす ぺ をで わる かとい ふに •それは* この 111 西 同 おを 巧 用して 東亞の 自給 自 
を お 巧 巧と いん ものを •どうしても 巧 立し なけれ ぱ をら ねので わる 〇 併し C れは 巧を 大巧 域 
に 互つて 巧 立され なけれ ぱ 物には をらぬ のでを つて •現在な 巧は これを 大 東亞 其を 旧と をせ 
けて わるので わるが •名稱 はどう わクて もょ い •巧ず るに 大地 域の ち 巧 田の 巧 巧と いふ こと 
が 巧 はれなければ ならの ので ある。 

この 大巧 亞共巧 旧と いふ もの、 度 现を速 かに 因らを けれ ぱ> 日 巧 か 一二 巧 巧® がは 立した • 
わう いつて 徒らに 手た 束ねて 待つて 居つ たと ころで •この 事 » の 解かに も、 東亞 お 巧 ホのを 
技に も •何等 KR ずると ころがを いので わる。 

•さう いふと ころに 一三 曲 同 巧の 本當 のをを 》 丰當 ©目的と いふ ものが 巧 化されなければ* こ 



の 一一 一民 同 おのを ホを たさ わので わる。 

- 

五、 II 函 同盟の •意義 

現在 日本が な洲に 出兵して 直 巧に 巧 かを 援助す る ことが W 來 ぬと 同じく、 巧 かも i たが 西 
におを おかして 日本を 巧 巧す るな どと いふ ことは •現在 出 巧ない 化 巧に わるので わる 0 
お 上の 巧 巧が 現在の やぅに 何時でも 旌斷 され 巧る 化 態に わつて は •それを やらぅ としても 
巧を 不可能で わる。 故に、 巧 里と R 洲 との 一三 阐 間の 交通と いん ものは •今のところ 化 ホの ゾ 
ゲィ ユト •ロシアを 通して これを 巧 ふょり 他に をはを い。 つ ± りこ 0 管が おまつて をが つて 
ゐ たのでは •田 巧の 111 两同 巧と いふ もの、 宙 なを 擧げる ことが 阳ホ をい。 この 通 巧た るを fc 
巧 時で も 完全に 開いて 坦< ことが 巧 巧で わつて 》 その 巧 大 さは •巧 通の 巧 不巧や 》 交通量の 
日！！ か HI ■同！！ 


ほ一 


日本と ナチ* 獨 逢 . 

大小と わい ふやうな ことは* 宰ろ巧 一一 藻の ことで をる 0 

巧に 約‘ この？ 塞に 閒巧 喜て 面く た ふためには’ 日 巧 か 一一 酉と ッヴユ ィト •ロシ 
アと 製閣 巧は •何 おまで も おを をな けななら ち 裹が條 わは 巧 論策で 累の 
巧 巧とまで 巧 < ならば •こた 巧した ことは ない ので わろ 
併し •をを 巧 邑-畫 も巧杳 しょうと いふ S •またを ホの 化 ひで わる。 ち 米と してろ 
巧處 まで もッ ヴ王卜 こ シアの 抱 込 ミい ふこと に 必死の 巧 力を 現を やつて ミし •また 
今 巧 もがけて 巧 < ことで あらう とお ふので わる • 

おしながら •ッグ 王卜こ シマと しても’ 藉忆巧 米 S 抱 込み 叢が あつたから とい 
うて、 それば わりで ブ ヴィエト •ロシアが どう 巧 < といん わけの ものでは をくな 洲 义びア 

フ ，々に 於！： る累 Q 蓋が i ず ま 卞モ间 を も な 0 •これと 蹇」 て •日 ま大 お亞 其 
巧 田と い ムも寡？ とそ S ホを 固 As を 行く た ふ C とを な • い< らち 米が 柏 
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& みに 巧 力して 見たところが •ブ ゲイち 卜 •ロシア とじては、 一一 一田 同盟 巧に つくょり 他に 化 
ホのを い 巧 目になる ので あつて •これ また 是非 さう しなけ れぱ をらぬ ものであると、 自分は 
思 ふので ある 0 

ス王ズ 運 巧から む おにを ての 化 基と 印を がの 通 巧が 累の蒂 にが する 一で 大お西 
の 共 巧 旧が 日本に 化つ て 巧 立され たといん ことに なれば、 と；* におめ て 日本と 巧が との 巧 巧 
が* ブ ゲイ エト •》 シアに のみ 化る ことを く 》 お トーに めて 直を 手を 担る ことが 出 ザる ので わ 
つ 一’ さう をれ ぱ、 111 两同 S とい ム ものは •ち ホが か 何ともず る ことの 出がない サ ホ 的を ま 
S 勢力に をる ことは をが のこと である。 

今日の ま おは 》 イギリス 本 主が ドイツに 直に 攻 巧され ると わ* それには 巧を の 暇が おる と 
かいつた やうを 巧 巧ょりも •日 巧が S 田の 巧 神の •をた 地 巧 的な 度 巧の 巧 巧が 何 巧せ 現す る 

かとい ム ことに 化つ て. 世み 巧の 大巧が 化する© で わると 白みは おつて ゐ る。 

日 n か 互 同 nB 
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日本と ナナス » を 

ム八 、日本と 英米 

今 0 ところ 夏と 棄 との 閱 巧は •ピル マ •ル— 卜に 化る 縣介 おか 推への 霸 、冀 印度 
に對 する ち菱ま f いふ や 5 な 巧駐で •藝面 夏 C と忆 なつて 巧て f が’ £ な幫 
法 おの 問 篇 ではを く •勇が をを の お 論で t となん。 イギリスと しては’ ドイツと' い 美 
敵を 巧う に 担」 て 政 ひな ミ 塞 S 方面 忆* 力を 行 巧す S をど节 ムお裕 はない？ わを 
ら •專ら アイミを して こた？- 'める とい ふ ホ f なつて ねる し、 て， 力 もまた その 
巧に をつ て やつて わる やうで わを •アイ 9 力と して 見れ ち 東西の 問 おは 巧す るに を签の 
向な でみ ミ* 田 お Q 死命を 庙卞 ろつ* 0 巧を 生を を 0 巧 酉では をい。 が」 曰本义 
ぴ東 巧に ホつ ては •これは 巧 巧の 巧 K である。 その お 巧が どうを るか 》 i たどう いん H おを 
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な ミを かた ふことは •巧 も識畫 侯たず とも 白ら 巧 かで ある 

巧の 上で 比 校」— 単 力 S 劣え 5 た言畜 題ち 案 養め ては どれほど S きを 

する もの かた ふことは •巧 巧 お 巧に がける 今までの 愛を なれば， 巧* 白* な 妻で わ ミ 
巧つ て え ミと で お S 太 S 囲が 爱 される 意 も？ は 巧して をい。 7 メ，？ "*<6 
巧 張つ て みたところで、 そ Q お 巧 力を 提げて 窒忆乘 込んで？ •それで 雲® 事態を 解か 
しょぅを どと ち へたならば •それは 自ら 好んで き 八 S ずる も？ & つて* 恐ら ペィン 
の アルマダ QllQ 舞を？ る C と K なる でを らゥと 思ろ をは# 門 的 から 云 ふを 巧 

ると ころで わを •日米 S 軍 力を、 塞 S お」 た裘’ 霞§& 及び 押 繁视 給の 閱 

巧 島 •の 覆、 望の 保健に みぽ すが 響 その他 一田のを をが 括め てち へる 時 何れの 倒 
に 巧 巧が^る かと いんことは •尊 門 f 俟 たずして いとを 巧 でんる。 巧は ィで SS 
がち 巧 9 岳 風 こは な 寞 したが 目を しな かつち それで そのが 巧 あるみ 力を がて；，々 み 



日 丰とナ 手 K HU 

を 併し 一. がに なつて が洋に 化て ホたら •グ云 ふやうな ことを、 む 出す る 向 も あるが 》 本 闻の危 
をを 較ひ 巧ずに わるのに •それを 巧 拾て、 お洋 にかるな どと いふ ことは •英苗 人と してち へ 
巧ら れな いところ である。 またたと ひ 日本より » 巧な お 巧 力が 艰亞に ホた わらと いつて •な 
ちに 度み なお 巧が わを を ふかと いふと •ホして さう は 巧かない 。仮に- f - の もが 二十の 力に な 
つて 巧ようと も •それは 化 上の 巧 力で わつ て 巧 巧に そのみ 化を 巧 巧し 巧ない とい ふことは* 
今 アィリ ヵの 巧 合に ついて をつ たと 何等 巧り はない。 よしんば ィギリスのを お 巧が 來た とこ 
ろで、 化して 巧るべき ものでは をい。 なん や 一な を W て あ 西の おおを どに 巧るならば、 これ 
こそ 巧 謂 备巧擊 巧に 巧 ふわけ で、 巧な 上 かおし のつ かないる 誤を 化す ことになる ことは 》 日 
巧 巧 争に がける 》 シアの お 軍 お 力の 吸 ホ 的 配備を 庚つ た その g 績を K れば 明白に々 ると ころ 
で わる • 
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セ、 ミ 困 同 お 活用の K 巧 

巧ず るに、 一三 困 同 巧に ついて、 日本に まは 巧が « に 不利な 巧 件の みを 數へ 立て、 而 してな 
乎 巧の 有 巧を K のみ t 拾つ て お 萬を 化すと いつた やうな 怕 向が をる やうで をる が、 さう いん 
場合 も おおち ホの 中に 思かなければ をら のが、 その ほ 巧に •はに とつて 巧め てす 利で ぁ 0, 
巧 ホに とつて なめて 有利で わると いふち 面た をれ ては をらぬ。 大 ほに 觀 ると ころ •来 西に M 
する 化 0 •日本の 巧 ホめ またな ホ 的 か 化は なめて » 巧で わるので* を 巧から 云うて •ホは 巧 
•わに 出方に わる 〇 このな なの 下に •日本と して 今貨 さんと すると ころを* 巧る ると ころな く 
を* もを々 と 巧 現して 行けば それでょ いのでを ろ 一一 一因 同化の かを もこの 巧 ホに がて 何坦 
をで も 巧 用し. 活用して 行かな けれげ， が 角 今 4 で やつて 巧た と C ろの ものが 何も をら なく 
BH か 一二 画 ns 
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Q 本と ♦♦*||逢 

を 0、 單 なる 巧り かにる ぎれ こと、 在る ので わる* 

耗 がわ まり 致が 的ち 面の ことのみ にがつた が •要するに 畐 同盟は 巧詔勒 にも 巧 示されて 
わる やぅ 忆 、化 まら 巧んで 5 とい ふ S で & い， 世累平 § 貧 長 局を 現衰 トーに 摘大 
お いで • S めに •巧 族 的に 田夕 塞を 作つ て •を こに 巧た る 巧？ 宙 てょぅ、 臺 には 
夏た お 巧を とする 田家ち 寫 • 7 79 力には 累を巧 巧を とする 裏ち そ〇閒 にッヴ 
ィエ トこ シア， 西 キタには アタリ々 を 指 薄を とする アメリカ 囊 お* れゥ いん'* のか W 巧 
る ことが、 モづ なて 地 萬に やかが# なをる 質で ホつ て’ そのを 罔 家 揉が > 互に 巧 侵さ 
ず、 そ Q 望に がける 田 養 蒙 雪を ■つて 巧 < 'こた 世 ホモ かの 巧 ー ホで なければ を 
ら め。 巧し これは 世 巧を*# 的に 地 城の 大巧 分を 卜 苗し •巧 治 的に •且つ 巧 ホ 的に 世 ホを こ 
れ また * W のに ま 苗し つ t わつ た 現在の 所两 ちほ 制と •到を 巧な し 巧い もので わる。 

I 巧 どちらが -H いので わるた W® がを 採る か •碧 制を 巧る か 巧* は 断じて 巧が 



に 同 息す る ことは 巧 ホを い。 何をまで も 巧 巧 制 •巧秩 ホの 遗 巧に 巧して は •か 何を るが おを 
ホ つても 》 その資 現に 3 進ずる より 化に をはない 〇ち しこれを 巧 ましよぅ とする 困 家が あり 
とすれば 》 これと 街 巧す る ことは 止む を 巧ない' 巧 巧の 上で をければ をらぬ 0 
これが 現在の 世み 戰の 本を の 息 ホで わつ て •この 巧 囲は* 巧々 も その 革 巧の 方 巧に 巧つ て 
著々 その ホを おわつ i わると 同時に、 をず ああの 美を 巧す ものであると 诏 信して ゐる もので 

わろ 


日！！！ か saws 
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r 世 ホ 巧爭の 意を 

まづ现 をの まが 事 巧みび なが 巧 争に 共通す る 世 巧ち 的 動な のを 義を とりあげて みる 〇 を* 
なお 摸が 巧 はれて 居る やうで わるが 》 なは 巧め からまが が 巧 も お 研の おを もを が 巧 じな 逆の 
ものであると •かう おへて 居た。 か 日では さう いふ 巧が が 巧を に 巧 はれる やうに なつて わる 
が •つい ホ 頃までは •そのな が 十み に設 鼓され て 居らね やうで あつた。 支那 ホ變は •日本と 
ま 邪との 風では をく •ま 巧を 今日の かき 白人の 化が 化 巧 制に 持つて行 つて 居る このま 那 のが 
巧に わるな が 的， ち 巧 的の 巧 ミ 巧の 巧 力と 日本との 政で わる 〇 曲に 四 年 巧り で蒋 かおな 椎と 
巧つ て 居る が， かなて 解かが つかない。 これから まだ どれ < らゐ巧 わる かからな いとい ムの 
日丰* ナナス 巧を 
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日本と ナナ K » な 

も •畢 をが ミ 巧 わるが 故で あると いふ ことは 中す まで もない。 巧 S 巧とは がち 巧 •佛 •ホで 
わり* ツビ H 卜で みる。 このを ホに めて 獨 りお 洲巧ホ とすは ず •ま 那巧沒 もこれ ホ 化 化 大巧 
の-つで わる。 的 接 この 茹 巧に 介ん してわない のは ドイツ 及び イタ リ J であつ て* その他の 
世 ホの 大巧は 巧て まが 巧 爱に閒 がして 居る ので ある。 直接に 兵力を はて 參 加し ないでも •化 
おのに •經 巧め に •まは 巧 器の 供給な ど* を々 なち をに 化つ て •おお 又は 閒 接に 支那を が 助 
して 居る ので ある 〇を 近に 至つ ては •歐洲 巧の なななる おおに 化つ て英佛 がお洲 ホが にを 力 

を 注がな け S なをが 化’ 赛 Q 利 著 化を」 了 • 7 イ 。宗是 fe 」5 《て强 硬な 

態度で なんで 巧る とい ふことは* ドイツ 及び イタ リ I が閒 おに 支那が 巧に 介入して おる とい 
ふこと をせ をして おる ので わるから •今日では もぅ がれ もない 化が 大 邸の 一つで ある。 保洲 
巧が はか 巧 中す まで もを く •これは 巧なる 巧 巧の ホが 砂では なく •ヴ H ル サイ ユ砲 制に 化つ 
て窮 化にまで 追 ひ なめられた ドイツが •议近 巧 おつて ヴェル サイ ユ抢 制を 徹底のに 化 木から 
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引 操 葦 ことに 化つ て’ なを oi を 辿る 近 ツ パを をぶ し •おなる 巧 蒙 下に ョ 1 
ロ ツ パを 巧 巧し： をに 巧なる 世み 瓷 化に 進まぅた ろ 所謂な 巧 巧に 巧す るが 秩 巧の 邸で を 
る。 こ S ホ C がて 支 零 巧と そ S 若 性が C がて 同じ 表で をろ こた か 湾 世寞戰 
である ことは、 か、 ま霎 i {に S て 皆た と问 じぐ’ 化 雲つ て璧 S 巧裝 養では を 
るが’ 冀的 にぶな 的に ぶは 喜め に アメリカ、 ブピ *卜 は 巧に 參 加して 巧ろ n 本は を 
入と いふ 需を扣 して 居る が* 赛的秦 とて 居る 0 と 同じ ことで をろ 现在ト イツが 日 
を 向つ て 何を 求 A て おる たち ホ 《る ことは ない。 た C 7 メ。 力を 確つ をと 抑へ てな 
、て 巧 ひたい。 これが 唯一 寞の ドイツの ホ 壁で あろ 養が おがから 乎を S いたが 化ア 
イリ カが をの 代 f 既 つて 化て 日本に 巧して 苟座的 おおを なつて 居ろ 是锐巧 肖に 日に 
悪化す ろ 管；。 力が 日米 通商 協を を 一 畜に囊 して 鬟 •この 脚な は惡 くなる ー ホ 
であろ 蜜に がける 巧闲の 巧甚を 代？ る ことを アメリカが 貫つ て 化た たム姑 化が ド 
目 本と ナチ K 调 a 
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日本と ナナ* 

•イツに おしては 》 これが み 巧の 幸と いん もので、 アメリヵは 到底 度 力を なて 巧 巧を 巧 助し 巧 
る餘裕 はない •この 巧みに 英閉を 叩きつ けて しまへ， わう いふの が •ドイツの おち 作 巧の 巧 
本を 巧して 居る ので わる。 このを ホに がて r 日本は 閒 接に ドイツ、 イク リ—の 作® に 重大な 
頁 巧を して 居る ので ぁる。 日本の-部 にがては 巧英を < はお ホ •さう いふを ちが まが 的で わ 
つても • isNW にがては その 巧 おにを つて 居る。 ドイツに おして 彼が を も 望む 所の ものを 巧へ 
ながら •而も ドイツが が 出がない やうに 仕の けて 居る のは •何たる 閒 がけで ぁらう わと 
音は たければ ならぬ。 このま 巧が 巧に がいて •誰が めで わる か •誰が 味方で をる かとい ふこ 
とが はつをり しないで •世み 巧め の 大巧が 片 がつく わけが をい 〇が介 おと 巧つ て 居る のでは 
をい、 そのが をの 力と 巧つ て焊ろ そのが 巧の 第一 一国と 强 つて おる とい ム ならば •これは 明 
白に 巧が 日本の 化で なけれ ぱ ならぬ。 がるに， お 介 おな ホが 巧 米の 巧 巧 力に 化が すると 同じ 
く •日本 も ホ お 米の 終 巧 力に 化が して おろ おつて 汪 化が もがら ざるを 巧ない。 それで •こ 
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の耶 巧が 巧 化しょう 笛は ない ので ある。 此 おにが 本 的な 錯誤が あると お ふ。 今や フランス ロ 
巧起扣 ホない までに 的に 打々 を 巧け た。 今や フランスの 巧 除は •イギリス おおと 巧つ て 
居る とい ム化 態で をる。 ま 併は 巧び 手を 握る ことは W 巧ない 。イギリスは あ e なて 孤立に を 
つたわけ である 。お 局 イギリス とても 本图を 何時までも 持ち こたへ る ことは 扣 ホないで あら 
うと 思 はれる。 せ刚 でが ふる か < •カナダまで 退却し なければ をらぬ かも なれぬ。 巧る 所は 
ながに がける ドイツの お 巧め の 巧 力 •苗 化 アメリカを ま 西す る 所の アメリカの 巧 力と いふ も 
のが •かな 巧す る 時代に 段々 と 進んで 巧 <ぱ かりで ある。 巧に もうさう なつて 居る と 見ても 
差 まを いとぶ ふ。 巧 ホの 巧 巧 時して 居る この バランスは 》 之を 巧 右す る 力は がで あるかと 言 
ム ちがち 巧が 口 本の 力で ある。 日本と いふ々 巧を どつ ちかに 巧ず る ことに 化つ て* 將に巧 
らんと する ドイツ 對 アイリ カの パブ ンス とい ムも P がどうに でも 引つ <0 巧る ので わる。 么 
をを はなてから 言うて 居る ので わる。 サ巧 大巧のを をのみ はどう か。 及 後の 键を据 る ものは 

日丰 i ナナ K«a 
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巧が 是で をろ を いん 巧に 考 へて 居 o ’ ？ おつた ので あを •巧* とそれ がが 詩され 
てがる 時代と なつた ので わる。 

二、 支が 李 塞 

H 本の 立 巧 

サ寞 故の なをを がは 大巧 さう いふ &に 大巧す るので あるが 巧に 巧 进んで まがが 爱 * 
どうか •巧 洲现 巧は どうかと いふ 是 •削 A に硏究 して 化たい と 化 ふ。 支那 お 巧が おつ た 時 
には •これは 现 化で 保 化したい、 之を 巧 大しては 乂爱で わろ かう いんのが 常 迸で あつた 

中には • C れ寡 蹇を大 管な ろ器窠 などで 芝え T 堇 ではない •かう い 
ム 度に 概て席 つた 少 おの 人 もれつ たが、 乂 粗は 現地 窠 •不满 を 養の 常 就で わり， 叢 
のを もさう 2 つち そこで 畫化董 巧と を附 けて おる。 ところち おに 雨乂 したじ 
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て •かま ホ 巧では か 何にも 工合が 悪い からか 巧は ま 巧 巧 おと あがを なめた むで ある。 卜： おに 
巧义しても化がとして现巧解化* す巧乂といふ方かをお持して進んだのでおるが， ^は上 
海を 陷れ ，お 巧を 化り •徐 州の 大み踩 わら 進んで 巧 口， 巧 おの 攻げ となり* お 巧な から 巧ぶ‘， 
巧 笛に 進んでも が 化しない。 不が乂 どころ かが 乂の一 化を 進んで 米た ので ある。 吾々 はが お 
にがけ る陛 がな りお 巧な 〇 空 巧の 巧 賊が閒 におして は滿 眩の 巧な をぶ する ホ 巧で みるが > 困 
としての ホ 巧の 赔理の ホ か •かまで 打ちが つた モ について は* 巧して われで をし わつ たので 
あらう かとい ム ことを， 隨 とが 究 しなければ ならぬ と 化 ふ。 

まが 巧 巧は 丸一 一一 年を 巧ぎ た。 おつか 〇 しなければ ならね。 これから 先 まだが をは 遼遠で あ 
るゼ とを つた やうな •た* V さう いふが 〇 ホ 〇 な 記ぶ の 化 力では なかを 巧さぬ とぶ ム 。『巧 子』 
にも ある 通り •巧は 拙速を なび •巧 巧を なむ。 今までの 巧は 化して 拙速で ない。 巧が の おし 
きもむ であつ たとい ふこ-*^ を この 巧みに 化 ひ 化 さぞる を 巧を いので あろ。 何故 そんなに だら 
日本 i ナナ > 巧 a 
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だら とちく か、 つたの か。 之を この 巧みに 巧 おおして 見なけ れぱ ならめ と 化 ふ。 化 まに 巧 件 
が 巧つた 巧 > をれ は 北支が 巧で もないで あらう •现 地が かも おおでは あるが、 卜； おに 飛义し 
た •巧 ふが 計 巧 的に 攻勢を 取つて ホた 時には •これは おへなければ ならな かつた 〇若 しこの 
巧みに がて •巧 乎と してを 强布吿 がを され •お 陸 空のを 力を 巧げ て 一を に 故を# つ、 わう い 
ム按接 的 わ 巧爭手 ほに 想 へたならば* 巧 介 おの 陸 巧は 巧が 陸 巧の かでは ない、 空軍は 比較に 
たらない •巧して おおは をが 先方には おいみ 言つて をい 程の 微力な ものである 。邸 巧に めて 
，巧批しきお利を巧ると巧時に* お上にがても3!^^^的にお锁を强巧したならば* 日ならずして 
蒋 かおな 描は 巧 服せ ざるを がないで をつたら うと 思ム 。今日 アメリヵが あれ だけの 闲力 •あ 
れ だけの 大海 巧 •大空 巧を ホしながら ョ In ツ パを 巧 助ず る ことが 出 巧ない やうに， ちしま 
那 がちの， 初めに がて， 日本が 巧 乎た る 巧を 手段に 巧 へたならば > 何度の 巧 も アツと 昔 ム閒に 
片が ついた 答では をい か。 今は W らめ ことで あるが •これは もう 卞 百年 巧の 『巧 子』 に すら 
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ち やん と 語つ て ある。 そして 古 ホょ o のさ 巧の 巧 巧で も あつた。 戲 とい ム ものは だらだらと 
やつて はいけ をい •速 巧卽 かがを いの だ。 なほ 作 邸 用兵の 加 かい 點 にないて 云 ふを らば •巧 
ら でも 巧が の餘 巧が あるで あらう が •之を 一す に 中すならば •必 をに 滿 たざる ち 力を ちび り 
ちび 〇 出す とい ふこと が •これが 用み 作 載の 卜： から 禁物と されて おる 〇 『ホ おみ 典』 にも 入 
用に 滿 たざる お 力を ろび 〇 ろび りと 化す ことは をし < ない* 化 ひ 切つ て やらなければ ならを 
い〇わ うまいて ある。 これは 巧に 巧 ばかりの ことでは ない •何が でも さう である。 商資 でも • 
ホ柔 でも さ うでわら う。 ちび りち ぴ〇惜 おに 資本を 注ぎ込む •お 局 何にもなら めから 巧に な 
つてし まふ。， 初めから おひ 切つて 索 巧になる つも 〇 で 共 おへ 巧 資する •もれが をな にがいて 
ホて 巧 化かの 利を となつて 生れて 巧る •わう いふ もの ガ らうと 化 ふ。 故 ホに 化つた ことでは 
をい 〇化ひ 切りの 悪い とい ふこと が 一巧い けない ことで をる。’ 

今一つ 》 この 巧 反ち をが する おち まが 巧 巧を が 巧 化 ひに すろ これは 日本 自 みが やつた 
日本 i ナ ♦ * « な 
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ので わる 〇宜巧 ホ吿を すれば ょい。 靑 政ホ吿 といん ことが 何 か 言 ひ 廉い理 かが わるなら ぱ 
を 及が 態に 入つ たと か 巧 巧 椎を巧 巧す ると わ 言うたら をし いでは ないか。 さう すれ ぱ巧 ホ 巧 

のかき は 直ちに おか： £裝 •霖 ル， ふかきは 賣を WS ちに 舊 する ことが 裝ろ 
又巧瑞 にがて 望 S 養が 拽裕を 音た 蓉 には、 C れは義 街を 發®」 了 居れち をの 
をに まごまご」 て 巧る 奈惡 い、 抵蒂を 巧け ミが 厭なら ば、- 受からが おを 避けて 居れば 
をいで はを いわ。 パネ ー 化 巧 件 も レディ •バ I ド 巧 巧 件 も •巧 わから 义邸椎 の 十を なる 適用 
を やつて 居 つたならば •あ、 いふ ザ 件は をらないで 巧んだ でを らうし、 巧 きても それは をが 
の ホが 悪い の だ •初め わら* 吿 して 居る ではない か、 かう 言うて-巧 する ことが W がる 〇な 
るに 自分では ホ 巧 だ ホ 巧 だと 言ん* さう して 恩いて 巧 ミ 巧から 色々 な义 句が 山る •巧 巧賠 M 
のを ホが ある。 さう すると、 日本は これ 巧の 大規 巧を 政を して 居る の だ •この® 阳化 巧を 訟 
めて ちれ •わう すつ て 居る 〇 何たる 不お資 、がた る卑 « な ことで わら ゥか〇 白みでは お g ホ 
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おと 言 ふ •巧 ふから 巧 込まれる と •あかは ホ 巧 だけれ ども •これ 段の 大规 巧な® 脚を やつて 
居る の だから その 度 巧を 認めて おれと 昔 ふ。 をん ながは をらぬ ことで ある 〇宜 載が 吿を やる 
わを 駐 化を 巧 おすれば •をん な自お 巧を のこと を 音は ぬで もを しい* 白が 白が を やらめ で 化 
しいので ある。 世 巧の おち おまつて な 米 》 图 の 大ル强 おを 巧は ず •を戰 のホ吿 をし ない 巧爭 
は あつたで あらう か〇巧 政が を ホ おしない 固と いん ものは ホ だせて ない ので ある。 さう いふ 
やり ホでは •か 一一 一年 巧から うと 瓦 年 巧 わらう と 》 片 はつかぬ 。其 おを 化して 巧から なければ 
ならね 。巧が は どんな 巧牲 でも 拂 ひます から やるべき 巧は がつ かりと やつて 下さい、 かう 昔 
ふ 巧 利が あると なは お 估して ねる。 

ぞ那が 巧は 現に か 何なる 段階に わる わ® これは 巧が をなら ない 巧々 としては •腺洲 を 巧し 
うする ことは 宜しくな いとぶ ふ。 併しながら 汪化銘 政が が このたび 出が たわら 之に 化つ て 巧 
望の や 巧が をぐ 巧る の だ* さう いん 反に 考 へるならば* それは 大きを 閒を ひで ある。 何故か 

日本と 少チス wa 
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と 言を らば •汪 化銘 i は’— 8 聞 扇 白 C 出て 居つ た 通 0’ i 寶 養で あり’ 

一一 兵 ホ 発を 奉じ •靑灭 白 B 巧を 上げるな 巧で あ をら’ 盡 にがて 里 度 化 巧と 變ゥ がを。 の 
で わろ を 程 明白な事は をい。 これは 臺 であろ さう して 汪化銘 がその 网援 がの 薦 
代理で— とちやん と杳 いてを る。 臺 Q 葛は 巫 度 S る。 これでは どうも 話が 合は ち 
や 氏が 合は SQ でわ玄 。平氏を 合は せる や 5 忆 非常 忆苦 巧して 居る やゥで わるが で 氏の 合 
はぬ S ど 5 を 合さ 奠 をいで はを いか • C れ 囊を S と 思を ろ 阿が 大使 
もな 分 おがの がを こと ガ らうと 化ん。 近 雲 明は ち お 化椎を 相手た をい 新なる はが 
を 打 巧て ろかう 言うて 居る ので わ をら、 i こ 8 な 巧は みまし なければ をら 《。を 
ども 近が 需 S ゥて 居嘉 蓋で 雪 S ど 5 か •ホづ 養から 棋 が」 > 先づ薑 おを し 
て 巧から なけれ ぱ& を？ いわ。 をれ 故 S 變覆 SS 階 I ると わ、 奠へ 
I ホを 進 《たと かいふ ことが 巧 M を ど K 雪 考られ る 5 けても •吾* 舅は 能く その 巧 
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巧 か 巧を おがしを ければ ならぬ と 化ム〇 之に ついては 政が もな ぐで 巧が 宋る などとは ぶつて 
巧ら めら しいので ある， をら ゆる 巧みに が途を ほ渔遂 なりと 曾うて 席ら れ る。 がしが を遼巧 
ではむ がい。 どうしたら をし いかと 言へ ぱ •これには 二つの ホが が ある。 巧 乎と して 巧闽手 
设を みると 巧 時に —— 今 現に 巧 四十 何回 日 わの 空 巧を 巧 苗に 加へ て おる。 これな どは 近 巧の 
巧 ホで あらう。 空 巧な どで 多る もの かな どと 言つて 巧る が、 を 巧な 撰で ある。 息つ < おもな 
いちやつて 居れば. さう 年百年中 穴の 中に 巧つて 居られる わけの ものでは ない。 化卜 一の 設错 
が ホ < やられて しまへ ばれ あがなれ な < なる* 日 巧 生 巧が W 米なくなる。 併しみ 〇 巧なる な 
降下 巧* •などを やる と 》 巧 巧 巧に 巧 丸が 能 < 中る。 巧 巧の 中る 代りに 化の 巧つ 巧 乂も能 < 中 
る。 ひょ つと をち て 巧けば 非常に 中り はを いが •此 ホの がが の 中り のない とい ふことは 》 向 
ふの 巧 丸の 中り のをい といん ことで ある。 巧 巧され たる 都 ホは 巧が 攻# を 加へ て 立し いとい 
ふの が 》 これが 肉 巧を A 訟 めら れて 居る. 地を である。 巧が も おなが あらう。 n 巧 巧 ホに かて 

日本と ナナス ！ la 


39 — 



日丰と ナすス US 

巧が 拒な a 績 css 」 て 閒繁ミ 加へ て 居ろ 又 蒙は 整 面から 旅 晒に 對 して どんどん 
即接 お餐を やつて 居る。 どういん 風に やつた のか* あおの おを 巧を 架 盤の 目の やうに 巧つて 
巧に 人の 住つ て 居る 巧は 一巧と 寶 <剖つ 5 愛ない やうに そを# ちま < つて おる。 そ 

れが昔 かを 風 Q 常 法で & ろ {た £2 れて 居を などを 化を 一 寒ない。 义禁 《爾 丸を 
り もを いが 向ム Q 妨丸 Q 中 〇 を 良 < する や 5 导る 塞は ない， 巧® 0 や 5 ち 向 ふの 彈 
乂の粧 おに ホない やうな がわら おの やうに 巧 巧を をす のがを しい 〇 それが ー ホを をで-巧 巧 
器で をろ それを か 日 やれば ょい。 蓋 やつて ゐる靈 2 S も 少し 漂が 冕ぎ るの ぢ 
やない わと なは 思ろ 今 首つ たやうな 寞でや ば •もつ と ザく 巧 介 おは 戌 都 か 馬に 巧つ 
て 居る 笠では ないかと 思 ふ。 

いま 一つち をは 『巧と にもを を •トーは 謀を# つ、 化の なを# つ、 ホ蔓を g つ， 
その ホは おを 擊ち •その 下は 巧を な fc ると かう 杳 いて わる。 巧を 攻 A ると いふの がー ホ 下手 



で，】 ホ 巧い のはは のな を 巧つ， 化の なを タツと いふのは 中々 巧し いおで わらう が •少 くも 
夕を擊 つ* 之を やつて 居る。 今 i でも やつた がみ 巧は 一巧と 巧创 にやつて おる。 香港の 
化夕ぞから陛がを卜：陸さサてま那巧との巧がを^的に谱断した， それが巧を巧つといムこ 
とで わる。 义 フランスが をけ 巧つ たのに 附け 込んで •佛削 印 巧 支那から 3 巧が ル I 卜の语 R 
を 談じ込んで •ー ホは， 巧 力を もつ て 旣に龍 州まで 進んだ。 これが 卽 ちを を ザつ とい ふこと 
である。 をけ 巧つ たがの 巧を 引 おる やうな ことは 餘り插 、むしない が、 併し 的の 乂 がには 化へ 
ちれない。 もつと化ひ切つてやつてもをまをいと化ふ。 ピル マの巧がル 1卜をやるといムの 
も ホ 巧を 巧つ とい ふこと である。 併し ィギリスは 巧り とおつ て 居る。 何故 おる か。 化の ホは 
もう 乘る かほる わの 巧を ながで やつて 居る ので •ながの 巧に 巧る みな ど 何も ありは しない 》 
たで アメリカ るりから がる 巧ぶ あるの だと いん 風に 言つ て ほる。 どう 如 分らない が* ア 
ィリ カを 引 おり 达んで •アメリカと：：： 木を 何度まで もぶ つけけ る やうに 持つ てむかう とい ム 

日本と ナナス 
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讓 であら ゥ が •ミな# 暮 が」 了 居つ 了は 幫畫 をが つを 主 わら ち c れぶ化 ひ 
切つ て— する 策を 執る が 宜しい。 爭 るに 一方には 歧 岡を 巧 誇に えく 進めて 巧 < と 
同時ち 雙 には 巧を？、— 線を 遮 巧す るを ふこと をな 隆 的に をち この ホ 巧の が 
化は 这< ない と SHQi る。 汪化装 椎が裝 たけれ ども • C れは g 霄〇夕 ない ので 
をる。 こたどん をめ 束を」 たからと 音つ て、 ちれが 裏す a わけ ミ S はない 0 でもる。 
力が おい a ボットで わろ 巧は 自分の 度 力が ま巧囊 •を襄 する 唯 _ 苦ので をる。 その 巧 
を 器に 用 ひるを 言 ふを らち かを ベた 霞と いふな 接 乎 段と をを なの 义を擊 つ 
た ム閒を 手段 •この 二つょりか はない と 思 ふ。 これが 化 底す れぱ 汪は祐 もで おら 《。お 
介 おは 直 る。 これが 徹 ちしなければ •か 何に ながな かで 條 めが 巧な 谢 との 閒に出 ホても • 
tV れ はわを 言は ない のでを ろ お 介 蒙を つたと 言は ない 眼り •をはな をを じない、 モ 
I がま 巧が 巧の 現在の ほおで わり •> 巧で わると がは あ ふ 0 
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それから 巧 巧が 段々 おんで 巧る と •卜 M 巧 地な も 巧くなる し •まが 人が 生 巧に ましむ。 日本 
の构ま をな てが 巧を をつ て やらを ければ ならね やうな 羽目に をる。 現に さうな つて 居る ので 
あろ それ ぢや 巧ら をい。 だから ホの おを には、 届を 巧に おり 巧な に 化さと 言つ て おる。 
用と いふのは おお •邱烫 •賊巧 •さう いふ 巧の ものである。 巧な に 巧る、 坦を はかの もので 
•をな やる。 か 日では さう 巧毋 には 行わ A かも 知れた が •大柏 巧を かにが ると いふ ことで なけ 
れば •日本から 何もかも 持 化して •巧 ふで 人 巧 お 巧を やつて 居つ たら •をれ こそ 巧ら 物が を 
つても 化り はしない。 ガ わら 現 化に がて 立ろ 巧く やうな 巧 巧 巧 巧と いふ ものが 么 がかくべ か 
らぞる ことにを るので ある 〇そ のな がどう も かけて 居りは しを いか 〇 もう 少し やり 巧が みる 
のぢ やない か〇 これが 又 巧 逢して ならぬ 巧大 ななで わると お ふ。 

H 本 4 ナナス «a 
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日丰と ナチ K 巧を 

-11、 お 拥截爭 

—— ナチ ス巧 逸の 立場 —— 

巧て な洲巧 ホで あるが •フランス はを ザ 巧 おの 化を はない。 フランスの 海 巧が イギ —ス〇 
お 巧と 叔 巧を やゎ 出した。 あら <イ タリ ー はがを に をんで 居る でを らう 〇 これ こを 手を 拱い 
て 地中 おが イタ リ I に轉 がり 込んで 來 るので わるから •これ 位が 白い 巧は ない。 イギリス も 
化 迷つ たの ぢ やな いわとを ムが •或は もつと 樹 太く フランス のち 除を 叩を がし •佛 巧が が 地 
を 富み Q モに定 で 5 •方 ナダに をげ て も 只 逢げ る Q ぢ やない、 货ん でもた r はが ばな 
い •さう いふので あるか も かれない， これは 餘 おこれ わらの 巧展 をな 怠して 巧て 賠る必 おが 
あると 化 ふ。 现 化の悅 巧では •イギリス はもうな 洲大陛 わらを く おがされ •北は ノ ー ル々 エ 
I •おは スペインに 至る までをな 稍が の 巧 力 下に 入つた。 ドイツを おがす る > ドイツを h 曲 
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する 巧と 言うて おつた が、 いづ < んぞ ならん •今 H では あぺ こべに なつて 居る。 逆 おがに な 
つて おる 3 である。 化 凶を おれば 分る やうに* 巧佛お 快と いふ ものが を 部 ドィツの 手に がし 
た〇 ド— •ハ— お 峽は大 柏で 化 はれる。 巧れ ない。 四十 巧し かないの である。 少し 氣の 利いた 
大巧は， なぐ八十巧から义十巧巧丸が屆く。 ド）バーお峽はな日でをる， 化のホを姐らうと 
卞るとノ 》ルゥ エ ー、 デ ン マ 1ク* オラ ンダ、 ぺ ルギ1など巧から化はれておる。 と， これ 
ホ 巧 巧が 困 推で ある。 さう すると テ I ムス 神と いふ ものは 巧に 立たな < をる。 おの 化 入が な 
< をる。 それを らぱ がおから 巧け るか •巧の 海岸 も 化 はれて おる とこれ ホ 巧 かしい。 西 おょ 
〇 する かは あるまい。 巧 おは 南と 化に 入口が あるが、 をの 巧い 口 をん つて ホる までには 鮮水 
ち* 巧け 巧と いふ もの、 みぶ をを けろ その あ々 は 飛行が のが 擊を 巧け るので あろ 乂お今 
までの ィギリスの お W 入と いふ ものは 》 テ I ムス 巧、 つま 0 a ン ドンと リバ プ ー ルで そのと 
なわ 八 巧を 占めて 居る ので わる 〇 この 化 巧を 巧 巧され、 その 巧 化を 愤隨 めに 巧 巧され ると い 

日丰 i ナナス 
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ム ことになると •イギリスに 物資 がんらない。 このが の戲 ホでは イギリスの ホ 巧の 巧を 物は 
デン マ 1ク》 ス カン デナ ビヤから 入つ たので あつた。 彼等のを みに る バタ ー、 チ ーズ> そ 
れ わらべ I コン、 巧 •か 》 巧》 その 大な 分は その 方面から 入つ てがた。 イギリスの 巧 おな を 
わで ある 石を •巧な の 杭 木は これ ホス カン デナ ピヤ 若しくは フ イン ラン K から 入つ た 〇それ 
わら イギリスの 巧 巧の 续巧 がは、 ナルビクの 港から 巧讯 され •これが イギリスの 所 耍の乂 な 
々を卜 い めて ほた のでを る， そんな 化が 一切が を < なる。 さう すれば を 巧から 一の の資 おに 至 
る i であ < アメリカ ホ •面に 仰がなければ ならぬ， それが 海^に かて お 水 お义び 飛け 巧に か 巧 
され •いざを いて おおしょうと いふ 時 •巧 ぴ辨 巧が のがが におて 一切の 設備が 巧が される。 
それを 免 かれて 陸へ 拐げ て も 速 輪 巧 2 が やられる とい ふこと になる と •イギリスに かつては 
これ こそ 巧 巧の 問 酉で ある。 が餐 では 多ら をいだら うとい ム說を 立てる 人 も わるが、 をは* 
大陸 ボを イギリスに 上げる ことは 巧を 困 巧で あらう が •をれ は 卜：げ なくても 巧睾を 21^ 的に 
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やれば をる とお ふ •人阳 は 巧を g の 巧に 入つて 居れば かかる で わらう。 人閒は 助か つても 化 
• 上の 一切の 施設が 動かな く をれば 生活は 化 ホない 〇化や 大巧 巧が 上陸に 成み するとい ふこと 
になれば これは 巧 巧では ない。 冉巧 おは' ド I バ I お 快の 巧い 所を 大砲と わが 水 巧と か 一切 
の ものを 巧げ て イギリスのは てのものを をの 巧 巧に 巧み 込 ± せを いやう にして 》 1 時 お肤の 
巧 化な を ドイッが しつかりと 担れば > 卜： 怯作圾 は夕少 のな おは 巧つても ホづ巧 巧す る、 かう 
いん 風になる 人 も ぁる。 これは 巧 かする かも 知れね。 マデノ おが 巧 破 出がない と 化つ たのが 
巧な か 巧て 巧たり 》 を 々豫 巧し ない ホ 態が 起る のでを るから、 か、 巧 巧す ると もしを いと も 
なすす る ことは 巧 かしい ことと あ ふ。 併しを のぶをの か 何に おらず イギリスの なける ことは 
閒違 ひない ことで をる 0 

巧て それなら ぱイ ギリスは どうす るか。 カナ グに 速げ ざるを 巧ない ガ らう、 かう をる ので 
わるが* がを 待つ て をげ るかと 言 ふと* 擊ち 巧ら された お 巧と 向 おと イング ラン K •バンク が 

日 ネとナ ♦ス aa 
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にわる お货 である。 それな ルは をら < 持 つて 选 げられ ない。 それを 持つ て アメリカへ 巧つ て ^ 
间をす^<^わ。 - *アメリカの巧化介にならなければならないのでわる。 をなドイッへ巧化す 
るで りに アメリカへ 巧 化した とい ふ 巧に をる ゼ らうと 化ん。 さう いふ 樂態 になれば •巧 巧， 

エデ ブト* 甫 阿と いふ ものは •イギリスの 言 ふこと をを わな < なるとぶ ム 。本 巧が お < をつ 
たら ホ洲 -- ユ ー ジ） ランドは 早速 巧 立す るで あらう 〇 かう をれば* イギリス といん 巧は •お 
t 上を が だけを つて 》 昔日の イギリスとは 似つ かれ ものに なつて しまん ので わるまい か， ま 
ゥいム g れは 十々 にを ると 化ん。 併し アメリカが がいて 居义 ではない か。 ところが アメリカ 
がち 巧なる なかを する には •所謂 お W 巧 胺に义 ぼず 》 白 分が 思 巧に 多 加して おな と茄巧 巧を 
巧げ て 巧 < といん をら 圳 である。 化し それを やら W とい ふので われば、 た r みを おつて 助け 
• る •巧 お •を 送つ てかける とい ふなら ぱ •もう 巧を 閒に 合は めので わる 〇 アイリ カの 製 逆 力は 
大した もので わるが •イギリスを 帖 ける 巧には 美乂 & ホ 巧 •巧 巧 機が 巧る。 それに 閒 になは 


してり 如う といん には •これらの H 巧を 化て、 M ホの 飛む 掛を进 り 山す と •かなりの H む 
を かおと する ので、 これは 脚に な ひさう もない。 现 在が 力なる 飛 〇 巧が！ として 持つ て ほ 
る ものを をな 擧げて イギリスへ やれと 云つ たやうな なぶ も あつたら しいが 》 巧ん をが をした 
ら •アイリ カの 周 巧を どうずる かとい ふやうな 反 巧が あつた やうに 牌いて 巧る。 をれ であ C 
かける か 化けね わと いふ 巧 おになる と アメリカ も おへざる を 巧ない 。かのと ころでは 參巧お 
ホを 巧みと々 れて 居る やうで わる。 この 閒》 例の スチム ソンと ノックスが 巧 かなょり 迅 ばれ 
.て销 巧と して 今の 化かに 入つ た。 スチ ムブン はか 別問趙 はたかつ たやう であるが、 ノックス 
はが おに 巧 班に なつた。 乂巧 巧が 巧な しても をが U みた やうな おが あつて 口酣 な 削が ゎる。 

その n 勘 試！： にあ 巧 しないと 脚な になれ ない ので ある。 ゾックスは アイリ カが が 巧で 日本を 
巧へ る ことは 化がない。 朋供 印な* 佛削 印度 或は フイ リッ ビンに めて H 本が 如何なるけ 動と 

からう とも 》 T メリ カの が獨の 力では 之を か 何とも 出がない。 わう いふ ホを なつて 招る ので 9 
日本 i ナナス 扣を 
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わる 〇 これには 叉な 巧な 反 おもわつ たやう であるが •を おな は 7 イ j 力が 脚で あるから •そ M 

- 

れ では うんと が 俯を 巧 おしなければ ならぬ •うんと おち •大砲を な义 して 巧れ る •さう いふ 
お 巧 大臣なら なしから うとい ム ことで 述 つたので ある。 

巧す るに •イギリスが 如何なる 巧 命に ならう とも •何時までも 閒誤 ついて 居れば •結 材 a 
I a ツパ にがてを 面め にが 化ず るょり ルは ない。 それが 肤 なら カナダに 违げ 出して アメリカ 
とを ほす るか •直ぐに アメリカに 巧を 下げて アメリカと 一が にを る。 何れにしても イギリス 
の 因と いふ ものは サ ホの ホ カと しての な 在を 失ム ので ある。 を こで ドイツと アィリ カが 巧ぶ 
したが 旗に をる とい ふこと を ホ お 化べ たのは •その K で わる d 

ドイツと ツ ピエトの 閒 が々！： の バルカン ちがの 巧 煙を 巧が として 惡 くなる のでは あるまい 
わ •とい ふやうな 巧 方 も ある。 プピ H 卜 とい ふれは •义巧 場が 巧みた いなもので あつて* 巧 
になの おい 田で わる。 併し フランスが 38^ 的に 叩を つけられて イギリス もを い， この おに ド 


ィツの 巧 巧 ホを 巧卡 ると 後で おい 目に 巧ム 化の ことは みつて 居る。 ブ ピエトの 巧 力は フィン 
ランド 巧 ホで 能 < 巧證 されて 居る， n みに おしては ノモンハンで おい 口に 逝つて 居る。 ドィ 
ツ 人は •この フィンランドの 巧 ホで ソビエト •ロシアの 巧 力と いふ ものを もう 多 まを 巧つ て 
居る ので おる。 あんな ものは ちつと も 巧い ことは ない。 鉛 袖 1« だ* かう 言つ て おる-ツビ 
エトは ル ー マニアを おした リ 、フィンランドを 取つ をり する 化の 弟は 巧に 巧 < のでを らうが 》 
ドィツと なると 巧 をに まモ である 0 •ツ ピエトと いふ ものは 白ら を かる もので 》 ブ ピエト •口 
シアに なつて わら W が ホ だ 甘て 大閣と 政つ たことは ない 図で ある。 何時でも おい 阐を 相手に 
して 巧る。. をれ である わら •彼に おの ホに •日を りの かい ホに 化て 巧 < 道を 閒 けて やれば* 
•ト ィツと 政ん とわ‘ 日本と® ふとい ふ > さ うい ム大 をれ たおな は •か 日の 巧 力を W てして は 
化がない 巧が にある。 これは 閒途 では 化して をい。 

ィク リ I はが 中 海の 囚人と して か H の 化 化に サん ずる ことは 化 巧ない 〇 n 1 マ 大巧 闻 のを 
日本 i ナチ ス扣な 
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に 巧る の だ。 かう 言つて 進んで 席る。 ホ おな 力み ホで をる が •如何にもを おがを おで あるし 
巧に 巧し それ 括强 いわとい ふこと がな 巧と されて おる。 この 前の 强 巧に 巧 巧 おわつ たもので 
わる わら •今度 も 大した ことは わるまい 。わう いふ わけで •巧を にる ル 評が されて 巧る。 併 
し •ムツ ツリ ー ニが を 巧を かつてな ホ •巧 本 的に、 巧 神 的に 立な つて おる。 わう 化れば なら 
れ るら しいので ある。 今まで 隨か 巧みを ぢら せて わたが •をに 巧 ホに 參 加した， 又 あれ ヵド 
イツのを むがで あつたら しい。 餘 りに みく 多 加 させて イ タリ— を 巧 かから 巧つ われる と* K 
イツが これを かけを けれ ぱ ならぬ。 西な 巧が の-正面の 作® が 二 正面になる' これは 巧 巧く 
ない。 闲 ホる だけ 中立 巧に して ほいて， イ タリ ー を 巧して ドイツの かしい 构が 入つ て がれば 
それでを しい' かう いふ 考へ ホで わつ たらしい ので ある-をの ドイツの 化み 迪 りに イタ リ I 
がの、— たので あつた 9 グラ^''-^ として か 何にも 巧い やうに おえた が 》 そこが ドイツと ホ 期を 
をせ て やつた 巧に 巧妙なる ホ时作 巧で あつた 〇か 日では さう いふ ft におる のがな 0 てち ると 
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化ム 。これ 积化閒 わら 託が の惡 いお n を 買つて出 たので わるから •み e 巧 巧の 片 がつ いたな 
ら •かを なみけ がを 耍ホ する だら うと 化 はれる •义 それが 化 ひで あつたら うと 化 はれる。 

その イ タリ— » F イッ， ゾピ H 卜の 巧が の 巧展® が •バルヵンを 地 じて ペルシャ ホ 耐に忡 
びる 時に’ これが 一 點に策 まるので ある。 ドイッは をから* 一二 B おた をと を？ て 
居る 〇 ペル リン 》 ビザンチウム •パグ ダット •この 热を 化つ て 席る のでを る〇 ィブ ポタ ミヤ.. 
の ホに 卞 つと 化て ペルシャ 巧の ホに 化る。 お 局 印 巧まで 巧き 拔 ける、 わう いム化 ひち であら 
うと 思 はれる。 イク リ I は 巧 中 おを 一手に 巧つ て K H ズ 運河 •おおを がけて 胡 巧が に W てが 
ょうとい ム化 ひでをる 〇 之を 巧< 巧 巧を つければ 話 合が つを さう であるが* 巧の つわない の 
は ソビエトと ドイッの 刚 である J ッビ エトと しては ペルシャ* を械を 化つ て ほる。 進んで 印 
巧を 化つて ほる。 これは 今のところ 巧齒 になつ ては 居ない が， 將ホ閒 巧になる 性 巧の もので 

わる。 かは ドイッが さう いふ 助に « れ ないやう にして •ッ ピエトを お 持つて やつて 析る だら 
n み i ナナ * 巧を 
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うと 思 はれる 0 

巧 •世 も 大巧が I お片 がつ いた 巧に •世 ホが どういん 化 態になる でを らう か。 また 如かな 
るが 態に 持つ て；？ べきで みら うたな は 裳 旨ら 一一 一つに をる 運命に あると 化 ふ。 巧 化 
アタリ ヵを 一巧に した；， 力 •グル， ブ* 巧洲と 7 7。 力を 一 後した 换洲 グル， プ 、日 
本を 中 ミ」 た臺 グ下プ ，さゥ いふえ 坛篡 をる 述 命に わると 化 ふ。 こ〇閒 にあつ 
てブビ H 卜こシ S とい ム小 赛モが 管れ S ろ 之を 器 §ム をい ふ C を 葵の 

暨 であらう。 を Qt •には ィギ 9 など 問 垣には ならない。 ィギ 至’ 7 ランスは もう サ ホの 
ま 力では な < をつて 居る ので ある 0 

四、 日本の 黄 力 
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巧て をを に 巧が 日本の 寅 力で わる 〇 この サ みあの 一大が ホ 巧に をつて •日本は その#. を 0 
旌を插 つて 居る •をは さう いふ 信を を 持つて 居る 〇 そんな おがり や •そんを 白 なれを 首うて 
もけ 巧が をい •わ ゥいム 巧を か詐も 化る と 思ん ボ •巧 巧に 資力が わるの かとい ふの が 現 度の 
巧 逆で ある。 をはな 力は あると 巧ふ〇 それは わがたり ない とわ •をが 不自 ホで あると かいふ 
問 西では ない。 おし 日本の 物が 巧り ない が 巧に 巧 がんらなければ 巧 日に でもを る •かう いふ 
ので わるを らぱ •アメリカが 今まで 日本に 巧して 一切の 巧の お 化 禁止を やつて 居れば 日本は 
を わる 吿 である。 油 もやら の •楠 もやらぬ •巧械 巧 もやらない •鐵屑 もやらぬ 》 一切の みと 
日本に やらぬ とい ふこと に をれば •日本が まわる をで ある。 ところが それを 何時でも やれる 
S に 日米 班 巧な めの-ホ 的 度 巧を やつた ので わる。 その 巧 化が 切れて 今日では 通商 上は おな 
めで ある。 それでも やはり 日本の なしい 巧は チピ で わるが •ま哲 して 居る。 とい ふこと 
は 何を 巧 ホす るか 〇わ やを の 巧 巧では 日本は まわらぬ と アメリカ もな て 居る。 み e となれば 
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巧 力を w て a むち ルない たを ち； 9 《笑 囊を壽 牽奮策 t 了を をが を 

C ： 本に 向けて 露」 T 琶 。世界で 一 •二を ホ ムィ ギ is 単 も か H ではもぅ 馨 にいた 
み •ァメ ，力は 何を つても その おにが ては 世義 一の おがで わる。 その 璧と 蒙と をな 
て 日本に 巧」 て 勇を 器 了備 へ了餐 と-いふ ことは •こ" 案 賣を墓 f る 何もの 
もないで は た 志 夏 答 力 S 霸法 はない。 f を わら 卡 7 メリ カが 
蕃襄蓋 おを やる を •た蓉 孕る とたで？ いふ 赛 を」 で ど 字る え 昔 

つてが おに それを 頭が におむ 人が ぁる。 そを S ミで にお* ぁつちせ 界載爭 の 時 もを 
ろしい 案？ 大 > SS 張を S 」 5 なを 班 &」 ち； 9 《 S が 巧と い tslll 
年 計 葉り 華 計まで •例へ ば 葉 英—受 をな なを 姐す。 巧て 迦つ たいふと 夏の や 
ぅにを がが* 巧冀 と」 て 5 て 姑つ てを る 0 かと 昔 ふと •さゥ ではない， ミの 賣 
i 冬て をな 宅な？ おなけれ ばなら S で わる。 化 芝が 巧と ふえは？ もむ が も 
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同じ 化 態で «く ものでは をい。 巧い 時は 一年と おた 记 中に 引烘 あろ 化の 目の やうに 沒 る。 
さう すると アメリカの なな もこの 化の 目を 追うて 巧つ てれ <* このが の 乂が张 もを に 何時の 
脚に か 巧 耶無耶 になつて > 111 年 おつても あ 年 おつても 化 巧 卜：ら ない。 さう いふな 例は 八 r を も 
巧 山 わる。 巧 聞を どに 扣て 居る « 巧に 巧く かおは ない。 又 今 H 空 巧が 飛 巧の 進 ホを おげ •ま 
力 度が 空 巧の 巧々 にがつて 巧が される この 時代に， ホ カ おの 比率が どうを らうが •そんを 巧 
は 大した 巧齒 ではを い。 若し 今の 大« お 計* が 度 現して 大ち がを をり •ホ カ 艦の 大巧を なて 
アメリカが 巧 洋のお 面に 巧 迫る •れ うい ふやう を 時 巧が 巧る とすれば •これは 非 おに 面白い 
ことで ある。 目 おがを いと 巧 丸の 中り も 使 利で ある。 巧# する のに 十 巧 •+ あな 巧と ホ々 巧 
し 担ら をければ ならめ。 一二 十 巧 も 居る とな « も 非常に 巧 合が ある。 飛行 巧のを 巧 も わり、 お 
水 おも ある。 諸君が 西 太平洋の 巧 面を 巧 巧に をる とすぐ みる 巧で をる。 を 巧が 治の 南洋 巧な 
とい ふ ものが •日本に おつて 巧 事 がわに も 化へ 巧い 巧る 巧 巧を ものである。 これが せて 闻 
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巧 的 •の 問題に ならう とした 時 •を 時 S 軍 大臣は •刀に 巧 けても おを ちかう 言つ て 居 
る。 鐘矢理 にわを 至げ ょうと いんの をら 何時でも 巧手 仕る ちを やつた のでを ろ 
をは どうい 妾 かと 言 ふなら ち委 巧が 治の 南洋は •小 震 S から マリ ャナ 養 •裘 
巧から ずつ と 一音 哩 南に 群島が 下つ て わる。 そ Q 蠢 s < る所襄 T シ卞ル 群ち 聖 
ロ リン 群な •西 力" リン 辞を •彼 曼二千 か 量に 互つ て 髮を替 て 居る わけで ぁろ 日 
本本 王は 化は 千 岳から 苗は 巧 巧まで 二 千 香 蘆 •をは 今 蒙 事@ で お 巧 度 かび •お 南 
§ にまで 忡 びて？ 餘哩忆 をつ て 居る。 日 ま群曼 7 ジ； 裹を 南へ もてず ミ 
アジア Q 半面を 包菌 して 居を をら ぇこれ で 5 をら 巧霉を かつ 了 居る が タパ 笠 原 辞 
ち マ， ャナを なが 巧 化に 二 千哩に 互つ て屏爱 やうに 羅列して 居る。 その 下に マ， シャル 

群 巧が 曼； S 息を 一千 警援 5 て： 葛を 浮て 居る。 それで 西牵洋 をす つか 

り ヵヴァして 唐る。 わ こふ 里を 地形は ない の— ろ 若し この 霉が总 が 人手に がると 
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いんこと 忆を ると •呈 Q 房は 非常 K せい も s なる。 を襄 お c 南洋 群岛 はを 囊 めて 
面# としては 脚を 川媒 おもない Q で わるを か-^ 裏では わるが、 南洋 巧 巧な ミ 彼 おで 
み 巧？ 作つ て大い K 墓を！ げた。 けれども そ® 累寫雙 いふ も S 大した もの 
ではない。 併」 こ SQ 5 は大 をな 霞が 巧つ も 入る や ゥ寞選 樵 & を ば •至 地 も 
ちらせば 费 8 義 つも 裝 S 言な 岛が澤 山 わろ 霞 •囊 S 餐絮？ でも 裝 

ろ 巧 S が 幾らでも 化 巧ろ せ ミち 塞 おがない お 岸が 度に をつ て 居 < る やぅな をは、 
これは 涅 含い をで わろ 夕 巧が 出 巧を い。 ところが 今日では 巧 巧 巧が 巧 巧した おが 岛の 

トピ望 KS 5 さ； を •モ を？ でも—」 蓋季 t とが 冀 る。 開 巧す る 
だけの 凳 ミく X 巧 S はぶ 冀ろそ ミ 昔とは §据 とふ え が 非常に 連つ 
て 巧た Q で—。 覆 養 S が 曼モを 替れば それく 寨な 巧基忆 なるとい をとは， 
蓋で も 達で も 巧まない 無 S 巧 S 基が 華？ ずつと ばら 撤 いて わると ふこと に 
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なる •これ 化が かな 化 空せ* はわら うを はを い。 これが 非な ながき をす る わけ じなる 0 で わ 
ろ 巧は アィリ - R ょりお 西に 向つ て ホる も S 巧 この 巧が が岛 にぶつつ かろぶ つつかる* 
いとすれば ホ おは# を迂间 しなければ をらない 〇化お 術で 詩ム 所謂 グレ I 卜 •サ ー クル • 

セ I リング •大 尚が 法に 巧つて 近 わ 離を 化が しょうと すれば •アラスカから T リユ I シャン 
巧を •千な の ホに をつ て 班ら なた ばなら ない。 さう する ち 一年の 大部分は 巧が 巧つ て ほ 
ろを は 月から 八 巧を けて シ卞卜 八を 巧 W へ 毎 0 たこと がわ*^ が* 當 時ち 日閒 巧つ 
たが 十四日 に わけられ 通し •さう いふ 所は 大巧 除 も 巧 動す る ことは W 巧ない。 巧 巧 巧 も 
なおに ザれ ない。 巧 中のを い 巧を 迸つて 巧る とかの 巧に ぷつ つかる。 西から やつて ホても M 

じこち 新 裏な を •を 灣 •湾 護 •かこ ふ 地が に 相を な 巧へ がして ぁれ ぱ俩 巧を々 
かさた C とな Q で わ をら •がな Kn 袭近お KS をが t とは 叟 ない。 がィ ギリ 
K の 巧 一な はなの な 岸に 面く •こな ィギ ，ス S 巧の 援で わつ ち ネル こが 巧 


ホを 化せた トラフ アルガ ルの お 巧 も それから がて おる ので わる。 ツ I ロンと か ブレスト とる 

をつ たやうな 巧 港 3 がには W 時 もイす X Qg 除が 巧へ て 居ろ ま 7 ランス ホは X ペイン 
の 蹄な® 廣 出て がると をを おぶ < •さ 5 いん や 〇 畫を〇 を •今 吝 化 そな U ホ 
た < なつ. て 居る® でを ろ 出が なくな つても かなつ 攀が 巧みで ぁる 限りは •イギリスの 位 
泣は 盤が S 香を？ て 居つ たが > 愛 ちか 强ま」 •巧 SS が i 的靈 をを げた 今日 
では* 比較的に な 〔へち 水 去 お？ る 巧 おの 偵 値は 巧て たとい ふこと になる のでを ろ 
こた 阐巧 の粧を を提 萬に 巧へ なければ なら 《時代に なつた ので ぁろ そこち イギリス 
が 乂 お 採を 持つ て アメリヵへ をげ る。 アう 力の 艦 除と 一が にたる 一叢し いお 巧 力が 塞 
に W 节 上る j をれ が柬洋 にが 掛けて ホる。 口 本は どうす るか •とい ふやうな ことを すつ て 菜 
人を 巧 かさう とすろ そんな 奮な がは をい。 7 夕 。力と TP ッ •ハとは 乂 些孝啤 海上が 
巧れ て 巧ろ 勿論 近いが はもつ とを いが。 アメ 9 力と 口 本の か 離は どう だ’ が をら ハヮイ 
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まで 三 ー モ四亩 五十 哩 •ハワイから ヤン フランシスコまで 二 干 二百® •パナマ運河の ホに 巧け 
ぱ まだ'^ 送い。 僅か 111 モ 哩のョ la ッ パを お ふこと も肚 がない。 S で 哩で すらち 化 巧な に 
及ぱ ずの か ある。 をの 海が が •ホ ガホだ 法い 六 セ 千哩を おて たが 亞 におして 何が 化が るか。 
巧な を 思わな < ともな 巧な 巧 巧で々 る ことで ある。 お 論 その 前には シン ガポ ー ルは 巧が しを 
ければ をらない 〇 フイ リツ ピン も 巧 巧して 面 かなけれ ぱ ならめ ことは •申す まで もを いこと 
である 0 

蘭が 巧 巧 •佛 巧が 巧 等が この 節 非常にち しい 問題に をつ て わるが* 誠 おはもう ずつ となが 
わら 冒つて 居る' 日滿 まの 捏巧プ a ック とい ム ことが > 巧洲带 巧を 時から 叫ばれた ので ある 
が 》 を 々ちへ てなる と， 日滿 まの 巧巧プ n ツク では 化 〇 ない 物が 夕 々わる。 ゴムを どうす る 
か。 石 おを どうす るか。 錫を どうす るか 〇ボ ー キサ イトは どうずる わ。 色々 を おして 化る と 
ない わ だらけで •どうしても® St を 加へ て 日滿ま プラス とい ム 大巧 巧に 互る 巧 巧 旧 
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をし つかりと 援 しなければ* 義 因に ならち 遙 s 快 堂い ム ことを かしても、 これ 
は 巧 上の 巧閣で わつ ては ならない 〇し つかりし たお W 的茲 "蛇の 上に 立たなければ ならの 。こ 
の 巧 給 おか 旧の お 立と いふぶ おが 出 米て 一 初めて 巧亞 のが 巧 ホ 似な 設 •お亞 の 黄た と 昔 ふこと 
が 出 巧る と EH 。 をして また 巧* のが 巧 体な 設 とは’ 棋结 碧の 上に 立 S をる 寞お 
秩序を 打 巧し’ 巧に 八が 一宇 笑 巧な を》 现 する ことで をる から > 案 〇ぜ おに 慨む 冀’ 

聞 巧の 巧轟隻 を窒」 •曾つ？ れ等 Q 養が 某 古 蔓化程 ホ ミ？ たかく •今 
日 巧ぴき S ホの 下に 震せ しろ 羹サし 《る ことこを が、 夏のを 務 でを々 •巧を ザな 
致 •巧 里ぞ をの 巧ぶ でを ければ ならた。 

五、 日本の 世 ホを 巧 
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ホ 巧 化 ホが 111 つの グル I プに 分れる とい ム ことを 述べた が、 なお わぅ いふ 巧 論の 七に 立つ 
ぺを だと 化 ふ。 なおの おず る 化 ホ 政策は •化 巧 的に 巧扶 めに 共同生活の 化が る •しつ かりした 
を •提巧 因を 持たな！： れ ばなら め。 をのを •巧 畜の志 立つ たおた め’ お扶 め、 化な 
めむ 巧】 巧で なければ なら A 。 わぅ いふが ホれ 策で 逝まなければ ならぬ と 化 ふ。 この 化み 政 
策は 公明正大で わる。 裝巧 岡が の资お •お洋 岡が の ± 化 人 おを 白人が 巧 化する とい ふを はな 
い。 をは 當餐 ホの おおが が おする。 おおが が 巧 快. がに 巧る 時に、 この 不公 ホなる 化應は 
是正され なけれ ぱ ならぬ ので ぁる 〇 その 巧みが かや 到が して ほる。 不介入 どこる ではない。 
このな 明 正大なる サ 巧な 巧を W て 之を 灭 下に 巧刚し •これが 巧 现に巧 逝ず るので なければ* 

この ザ 巧冀 § 味 K お a ない と SHS? ろ？ 苗 か S 蔓襄 がみ 品す る ラ デ 

才化 おも ぁり それは 巧に な 構な も S で わつ たが •ク まで $ じ ゴムなら ば •化 透し が あく W 
巧つて わた •ちかが 肢を 《 おを がると おつて おつた ので ぁる。 それが をが 引つ < りなつた の 
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でな をし のをが 閒 をつた 巧 化 ホが > w 淫； 5 ましたと 昔 ふなら 話は 分る が、 ないで 巧 巧を をり 
巧へ て 初めから さう であつ たやうな がを しても •それは もう おひつ かない。 化 あ も ルタ もや 
は 〇 なと いふ ことが 一兀 である。 巧 おなけれ ぱ ぶたず と 『お 語」 わにな つて おる。 巧 巧ぱわ 
りでは をい。 两ル におしても ながなければ 立つ ものでは ない。 信とは 何 か。 なとは】 巧 性で 
ある。 これは わうな ずる •この 逆を 進む と哥 つたら を始 一な をれ をがず るの が おとい ム もの 
であろ が 化が 巧れば 昨 口まで 彼の 方に 向いて 巧つ たもの が々 H は 化 方を 向く •フ ラ'^ し 
て 巧つて がを に 何のが が あるで あらう か。 かまでの 支が 巧紋 •卜： 舟な •麟 代の 化な ホく 閒巧 
つて 巧つ た。 その ルが のみを 巧 めても ならない ので ある。 か n はもう 巧 化が 巧つ て おる。 今 
までの* いがで 古い 巧を で •巧 米 人の 巧を 地し •巧 ホ 人の 化 巧を 述 して わを 巧て 巧つ たのが. 

巧閒 をつ てむ たので あるから •をれ をし つか 〇 がて むさた ければ ならめ。 巧て なすと いムこ 

- 

とは •巧 本め のが 化しで をければ ならぬ。 おが エ かわらな して 巧かなければ なら to ので わる 化 
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れら •た c 巧れ をを りを へた だけでは 刷に なは ぬので ある。 さう いふな 時な 巧の や 〇 ホで • 
巧が のか ホを どうしょ うわと 及つ たやうな 化が 枚 策が 巧れ 出來る わけがない 〇 これは 巧が 闻 
がと して •々巧べ たおには かに 口 巧め て おる。 かまで り 巧め なかつ たのは 政な のをが 巧 だけ 
で わつ た。 併し々 からで もな < ない。 ホを 悟つ て かう をるべき であると いふと ころに 上 F 1 
をして 巧 進 するとい ふこと になれば •まだ''--^ 終 お 単には 閒が あると 化 ふ。 嬰す るに* おを 
的に 巧换 のに 化な 的に 网 まつた 大地 巧の お 巧 因を 持つて 居る、 さう いふ- 乂巧 おおが W ホて 
，初めて ホ 巧が ホ おし* ョ I 曰ッ パが 安な し •アメリヵが 巧を する •この 一一 一つの グル I プが安 
おすれば そこで 初めて それが 相获 して かがの 巧 おの おみが 川 ホる だら うと 化ん。 化し 近い 巧 
ホに 一が 巧 立す るで あらう 巧 化 T メリ ヵ •ユニオンが ■先に 化べ たがな 條 かにを お まる 闻家 
巧で わる わ どうわは •-寸 おへれば 化ぐ に 分る ことで 》 をれ はがに 夕< のネ 巧を なんで 巧る 
もむ であり •をして その 巧は むちに ホの かみの 巧 勢を 巧 示す る ものであるが、 それを 化 所に 
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速べ る ことは 止め •大 K この 巧を 化る しの 下に 之 わらの o 本の 化# 化 巧が 巧 はれなければ な 
ら の， そし てこの かが 化 巧は 關巧 ひない となは 巧な する ホで わる 〇之 をの ルに 巧を 大 にして 
S 巧しても’ 何 おから も ホ 巧の 打ち S ない 公明 正 - K •柏の 天地に おぢ をい もの だと 化 ふの 
である 〇八 が-を もさぅ いふ 巧 巧を 担て 初めて まる ものである とがむ してが る ホ 巧で わる • 




柬亞 安定と 日本の 決意 





r 寒爱 延引の 巧 本 原因 

巧が 因が、 現に 赏 面して 居る 里 要なる 巧理 は' ミ わるが •こ、 では 巧 面の ま 巧 ザ 巧 W 化 
ち 器に 化 筆る わ* また 巧が 夏の 巧 力 巧して 器 •この 二つの 閒 巧を 中、 むとして ホ 
をに 卑 化を 陳 ベる ことにする 0 

さて •まがが 巧 か併舊 進に 巧いて は > 閣泛 一人 巧らず が ホ おに 心を 蜡 まして 巧る やぅ 
に 化 ふ' その 閱 •むの お 虹は •一 拉ザ沒 は 何時が 学る ので ぁを > ホ 沒の現 巧附は どのを に 

みるので わを 一 た ふ S に ほを を？ わる。 そた つい 了は、 先づ學 •を 寶來 
滿 111 年が が. かやぅ にが 巧が 賣を 革： ねた 裳 質は 基に わる 0 か •をり 匿 § をつ 

来 巧ホ义 4 日本の 》 な 
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日本 i ナ 理 
を 止 A てなる 必 おが ある。 

これは おる 人の 立場に ょり 白ら 異 つた 所な が 生れて がると 化 ふが •をのなる ところでは • 
み < とも 四つの 腺 因を かげる ことが 出 ホる。 その 巧 一は •巧が り 本は が變に 巧して W めて ホ 
篇 であつ たばかり でな < •おだしく 不化 巧で あつた こと だ。 何と なれば. 滿洲が 巧を お • 
曲な 巧 おを 化 退し •卜： お 巧 巧を 巧つた をで あり、 且つ また •蔣 介が が 十 か 年に 互つて •输底 
めに 待 日 •抗日 息 おを がかけ てが つたので ある わら‘' を か 何 巧 かをると いふ ことは •巧 巧し 
なければ ならぬ ことで わつ た。. しかも 》 そわ 巧が がが たる ものが あつたので わる。 巧る にも 
おらず、 巧が をに 应を •か 化 解 巧 不巧大 キ：获 を 採らぅ としな J にが 侃と 化 巧の 乂 
なる 不 化が あつたと 化ム〇 

その他に も 例は いくら も ある。 かが 及ばめ ことで あるが. 巧义 が卜； おに 飛び* がかが が 日 
本に 巧して 攻 々 t とつて 出て 米て &る W 卜；* どぅしても 化を 化め なければ ならな かつ ko で 
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はない- では か 何に 化を かめる わ。 それは を 巧を ホ ホす ろか •を 巧 根 s をが 的；；；： 化を 布 巧 
卞 るか •執れに しろ •おひ 切つた 乎の 巧ち 方が あつたと おム 。がるに •巧 乂は化 丈から 中 丈 
に •巧に 南支に とを りながら、 化が が 贷で姐 さぅ とずろ 何 おまで も耶 浸で あるた め •巧 C 
化は S 旧 ホに を おせむ ばなら なわつ た。 をれ おの 乂巧审 で われ ぱ 逆が < 巧 解を おけない 化り 
側な をを ふのは 當が であるが •巧 111 阁 はこ ’v ぞとホ 川を つける •巧 蕾 おな を 云々 卞る〇 又、 
巧が お 巧は 海 の 化巧楚 巧を やつて わるに も わ、 はら 中* 巧 一二 巧の 巧が は、 找が袖 給の 巧 巧 
や！ S 巧を 巧 載して •日の 前を 通つ て 巧く。 をれ をた r 拱モ傍 巧す るの みで， か 何ともす る こ 
とが 出がない 化 おで あつた。 巧に ホた •灭 ホ、 卜： おの ごとを 祝 ホは がか おかがむ お賦巧 お！？ 
である ことは* 明白な ホ 巧で あるに も あらず •いつまでも 手が つけられない 。巧 巧に ホざる 
が 故に •が 巧な をな に、 巧を ながら 手が つけられな いので あろ 
今 巧の ザ 巧は •が 化 W がの 大巧 ホで ある。 おが にがては おおむ こと •サ ホ 史 トーに も 比 巧が 
東な 巧 お i 日ネ のか 拉 
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日ネ 4 ナ于义 w 泣 

少ない ぱか〇 か •巧 ホに 巧ても こんな 大巧 爭 は； S みに ないで あらう。 巧つ て* 巧が 日本は • 
曲の# 力を 擧げて •この 巧 巧 W 化に おを 巧 進した ければ ならた。 しかるに S みのな 力 巧拖制 
はどうで あるか。 昭巧止 一一 年を のな 含に めて、 田-次が 動り なおが 如何 じむ 巧んだ わは •化 人 
の 記な に 生々 しい 。これらの ieHW は •巧が 巧の かみ ホ 巧に 巧す る 不巧惦 と不化 新を 立 巧して 
居る と 云 つても み 首では ないで あらう® 

こ、 巧 つの 巧 因を _ 巧 せよ 

ホ 愛 巧 引 巧 二の 巧 因は、 今 太 ホタの 巧の 意 巧が 函 K のを 巧 » にがを して & をい 姑み がわる 
こと だ。 一例を あげれば •拍ホ 引の ごときが •それで わる。 

々おお ふ i でもな < •な 巧は お 巧 的が がの 巧 ホで をる， か i でのが 巧 ホが 1 がされ 
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て •かたなる おがが 巧な されん とする 巧 ひで わるを むがが ホ 化な C か 巧に 巧つ たのは H 本 
でぁつて， 滿拥が 巧なる ものが •巧 e このが 巧の ホが をな して おる ので わる* i た なかごで 
はこれ と 问じ惹 ホに がて • K ィツが な 洲に巧 お ホを 巧設し •かみに 新しい 巧 巧を 布わん がた 
めに 巧つて わるので わる 0 、 

惟ム に： が 西の 巧秩ホ •捶設 はが^の 巧 削で わつて はなら た。 がず やが 乎た るを 巧エ がの 
上に を 鼓され をければ ならわ。 が 乎た る おが エ がとは お 西の 自給 自化お 巧 旧を 巧 立す る こと 
に ほか をらない。 卽ち自 巧 旧 •を 命 おがが の巧爭 でぁると いふなを が两 巧の みお 备 度に 徹を 
するならば •生かを 巧 巧の なめに 捧 ぐるは おに 化の 巧な りと いふ* 悟が、 巧らなければ なら 
ない をで わる。 だが •巧みて 茄ガ 巧が の 巧が 參 い。 

巧 巧に おしても 巧を をぱ わりで、. か' ほめな ものが かは ない といん 小 平を M < が' なわに A 

- 

枯 的な ホ 法 も かがで わらぅ， しかし •ホ 梢の たこと ょりも •巧 本特 かの な 化し •がち 時 おを 
ホな 女ぶ i 日本の か* 


ロネ i ナナ K » な 

なを 的に 誌 おし J 切を 巧 尚に 捧げる とい ム巧紳 〇巧 曲」 が •巧 動の 茜の 巧 ひでをな ば 

. - 
ならない。 、 

第一 一一には .支那の 抗日な 筑が •巧 义し愤 おして ほる こと だ。 これは をる ベを 单 巧で わる 0 

支那む 少年が 喬のモ 巧が を 浮て •巧が お 閒な邮 化の がに、 で おで 突進して くろ かぅ い 

ふ-をを 捧げた ところの 巧 おとい ム ものは 》 がを わらで なけれ ぱ W て 巧る ものでは ない。 そ 

れ ほど 巧 介 おな 推の 抗日が 巧は 巧 及し •抗 H ち 謀は お 巧して 居る。 ’ 

巧に 巧 四には* 巧 一一 一田の 支 巧ぶ 巧で わる。 ま 邪が 巧 力で H 本に なする 力の ない ことは 明が 

であるが •か 日に 巧る まで 化が として •抗日を 巧け てがる 巧 W は 》 を< 巧 一 ご 阁の物 巧の* 巧 

神 的 丈 巧が あるからで わる • ■ 

な卜： のの つの 巧 巧が-巧 されるならば •今 ホぶ 鄉巧 巧は •なち 解かの 法び とを るで あら 
ぅ。 を 巧で を < て も、 その 中 1 つで も 二つで も* 攪 •怯めに ホを さるれば •これ また 巧 巧の 解 



化を 乂 いに 促進し 巧る で わらぅ。 何と なれば •この 脚つ の •版 内は •かがに 巧 お •小：？々 の閒巧 
にわる からで わる • - . 

111、 辜 變の巧 ま 化 進の 手段 

さて •ザ 巧は 現に か 巧なる 段 巧に わる か 0 

がのを ると ころでは •巧 にがおの 巧 階に 近づを つ〜 わると お ふ。 巧 •典の 巧 おに ょれば •丈 
巧 巧の 巧 おはがめ てまし < •巧 巧の ごときは 巧 どない 〇迫擊 柏、 巧關な 等は まだ 相 巧 あるが 
小が などは 一人** に 巧が つて 巧らない。 巧が H 本が の裝 備に 比 ぶれば •を < 比較に ならぬ 
ほどが 巧で わる。 これらの 巧 息は、 巧 お •巧 榮が小 分に 乎に 入らね ことを •巧 泣して « るの 
であるが •巧 時に を わに も不自 かし •构ず 巧る にも 闽 がして ゐる W 货が ある。 なほ、 をのん 
巧® ホを と 日本の 化な 
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日丰と ナチ *！ la 

に. 换洲 な 米 •巧 かがが 亞 わら モを をいた こと •この 巧を を邊 さず* H 本が を泌を かめ* 
缓聞巧 まが •ビルマ. 或は 父 おおを さな あお 等 《お挣 S 路を遷 的に お 巧した こち 
巧こ ーホ. わがお* 陛荒寬の述0に互る巧应その他のホ巧がが#が， な烈でゎること巧のた 
A じ •おかが 化が は 致命的の 打々 を f •その 紀果 ’冀達 にも 翠 論が 巧。 に巧 巧して 

おる やぅで わる 0 

か、 る ザ g •及び 巧 巧を な 合して おふるに* 巧 介 石な がが 斯ホ 度の 氣息モ 々たる 巧 ダを • 
辛ぅじて がけて わる 化 態で わる ことは. 閒巧 ひがない 〇 しかし. 非常に おつて 居る ととつ て 
も， このま、 巧裤 日を 兹 つて 巧つ たのでは* なぶに 解かは つわない。 この おつて ねる 巧に t 
そ •- おに-兄 かを 制する た わ 巧 乎 K るが 接 的な キ 巧が 巧 じられ なければ ならめ。 

その 巧な 的な モ巧 について •二 一二の 例を ぁげれば •何 おまで もな 晦 的に 巧 化する ことが、 

- その】 つ だ。 な々 をと つて & ては •かの 生かを がが させる だけで わるから， こ、 ぞ といん 所 
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にを 巧 力を をいで 巧夕 をと る。 かぅ いム ホを がホづ おへられ たけ.； i ばたら ない 0 
ホち を 一 南の 巧 通ち 尙 一巧 時 陸め に摧 新ず る こと。 ィギリス や アメリカの 巧 巧を 如何 
に 巧 じょぅが •そんな ことに 巧を せず 化 ひがつて » 巧し なければ •をを なる 化けを 篇は 建め 
ない。 しかも •この ことは* 日本は 少しも 英米を 巧る、 もので ない。 まがを がを 的に 叩 < 巧 
めには 》 かがなる 手段を もがせざる ことを か 巧に 化に 一水す もので •化 おのみ 果に 劣らの 刚巧 
めの 巧 化を 巧 巧し 巧る ので ある 0 

その他 •扭 々の ホが ある。 資力を もつて 巧 ホを 间 化する とい ムモも われ ぱ》 香港は 化 ホれ 
の 巧 巧 巧で あるから •ィギリスに 立 おいて くれと 巧 ホず るモも わら ゥ〇 まは 所訊 •义亞 の 巧 
巧 旧を なぶす るた めに* 巧 § 面に 進出 するとい ふ 水な ぶつた 手段 も わると 化 ふ" 

— 

*巧 ホを i 日本 のれ 意 
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日丰と ナホ Kna 

四、 巧 巧 反を すべを 要な > 

巧に •いま 一つの 手段は •困 巧が 巧の 巧 本め 改善で をる。 巧 本め なをと 云つても* どこの 
国と 在よ <」 ろ、 妾 美人で 行けと ム意 巧では をい。 ホ？ 裹」 •蜜 S 秩序を 巧 
設 し* それによ つて 世 ホの 巧を しを か 巧し よぅとい ふには、 巧が に 何 おが 巧 ホで •何 おがは 
であるか* その 化 ホを はつき り認 讚し なけれ ぱ •巧が る吿 がない。 化け 灼 ぶの 明むな るが ご 
とく •同じ 巧 命の 下に •同じ H めに 進を むる 闻 と* 巧 巧し なければ ならむ とい ムミ も’ 
また 明白で ある。 巧 も すれば •巧 ホに おする 巧 おのず 可なる がかく •巧が におす る 巧 態 も 亦 

待ず べしと いふえ がを を •さ 5 いふ 葉 5 を < •擧 HSS 行為れ S と 巧 巧し 
て 巧く •へさかち 两巧 として 化 A る必累 わるた ム息 ホで わる。 巧 米を 一方-にな ホ •さら 
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に 城 かを 化の ー ホに なせて > 天が 的に 巧 方を うまく 巧つ て やつて 巧 わうな どと いふ ことでは 
この 巧ぶ ず- 大な時 おを 巧が ける ことは むづ かしい •もつと 大お 卒直に* 日本の 巧 息を 巧 ルに 
を 明し* 巧を 巧して 》 このな がをお 巧す るの だとい ム化 をを 明かに する ことにょ 0 て •今日 
のか 巧の 危 巧が おめ て 打 饼讯ボ るので わると なは おなして 居る。 

それから* もう-つは 》 おかがとの なお 巧 巧と いふ 乎で わる。 現在* 汪巧巧 化が と 巧 ホを 
拭けて 巧 〇、 巧 調に 進んで ゐ るのは， おに 紀巧 でぁるが 、巧れ 術と 如何に 立 巧な か ホな をが 
化 ホた ところで > 1 方に 巧 かが 政が がが 在し •化が としてが 円を がけて ゐる閒 は、 が 巧の 完 
をなる がかとは 云へ ないし • i た それは P に 出がない • 

•昭巧 尘一一 年 一 丹 十六 円の 近が 巧 明に、 『巧 巧な 巧を 巧手と サ卡 I j とい ふ-がが ぁるが* 
その 半の-!- - H 111 日の 近 お 黄 明には •『巧 巧せ 巧と 巧 も •おがの 化 巧を】 がして*: 史 生の 巧を 

巧げ 》 巧 巧 ホの 巧な に ホ 〇參ナ るを らば •日本は がて これを 拒を する ものでは ない J と 

巧亞 姿を と口丰 のれ 袁 
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日本と ナチ K» 巧 

、ム ことを はつき り訂 つて 居る ので あ をら •縣 かお 孜 巧との 巧 接 义涉が 巧 來ね謂 はれは な 
、。し.^〜 を々 刻々 巧つ て 巧く ところの が ホ 情 巧に 巧がず るを に V 變の冀 がが 切の 
爱り とせば' が化椎 とのち 接 巧？ いふ ことにつ ち 想 寡な すべきで わらぅ と 化ろ 
讓 一 {の 解 援阴」 > 巧に 一 步 踏み込を、 義闽を お直 s> ミで 《祭が 囊 のが 本 
を 墓して がた こち 所 訊 巧 雲上 義夕が 巧を み 引かせた の だと も 云 ひがらを。 

何とた Lf» 控 巧に ょつて 巧ての ものが 動く わら だ。 巧ての もむ が 巧 おで お ら だを 
はこ おス かは を だけ-^ か S とを で’ 物 やなでは 治の 動きを； 抑制す る。 おし 
々をの巧巧巧動も巧巧！-^ょつて一 石む^^^化ミいムこ笔わ^^ば この囊某ら<*^义 
に 日 かがつ かず 解 化は のぞま おいか も 知れち ミち 巧く 闲 巧の 把 巧を たた** ク n 
巧枯が S 賣お」 いが、 喬 S 義が？ •速た 奠 J といん 暑睐 をけ ふところに 
巧 祐制望 s S ぶを 蒙 だ？ みる。 
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五、 固 巧 上から 見た 南ず 群 息の 價値 

ホには • H 本の 尚 巧 上の 地な について* 换 巧して なたい • 

化づ ，地理め におを すれば •日本は' 化は 千な から おは 浆 巧まで おお 一 一千 あ* 六 百 巧に ぶ 

り*々 U では 》 これが お 巧な に 蘇び 》 巧 巧が なにまで 巧び •が も アジ ャの おからが 巧に かけ 

て •アジ ャ 大陸を 化を いて 巧る。 おがに か卷 くの みなら ホ 巧 巧と いふし つかりした 巧が 巧つ 

て， その 先にぶ がと いふ- 必 一 おの 巧が をり、 大陸に 不が S が 巧を 卜：： めて 居る のでを る。 

わぅ いん 地が をなる 巧 •円 木に 訪解 たしに •いづれ の闲も •シ ベリ ャ やまが 大阵に 巧して 

巧 ホた お 巧 ひは W ホない 巧で わつて •これ ぞ U 木に 巧 へらむ わむ がり お ホで あり， 巧 格な S 

であろ この S 千 巧に 戊ぶ 一巧の な* にょつ て， お 巧され てむ る谢ち これが 化-筋で あれ 
か 苗车义 i 日丰 のれ 足 
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日本と ナナス 

ち 巧い？ をる が •裘巧 わ备 方へ 胜下 ニモ 埋 •か 立 セな •小 笠 •攀 。’て ャナが む 
とがいて* ホ 道 Q 北 送は るを 任が 治 《南が がな と纯 巧」 て ほる。 而 して C たのを けが 治 
お曼 またが 两 二で馨 愛# つて わろ つま。 化ち 陸 K 打ち込んだ お •そたら 夏の 

本卜- 巧に 巧 巧が なと いふ やぅに •巧 巧に 绩がお 〇 めぐらされ •これらの な々 にょつ て •巧 八 
十 巧な 西の 太平が は' 巧 どを なしつ かりと 捏られ て 居る と 云つ てい、。 

巧 ホの 柔巧巧 巧が なは をを 巧爵に 巧れば •その 援は 知れた もので わる。 した •巧 
巧 上の 巧 化に 至つては 大した もので. かつて 巧 か 义角あ 相が* 『巧が が 島は 刀に かけて 離さな 
い J と •云 はれた のを おなして わるが •それほど ま 巧で •この おな を 日本が 持つ て をれば こ 
そ* 央亞 はま おを ので わつて •正にが 洋平 巧の 一乂巧 おで ぁる。 

例へ ちい ま アメリヵ わら 大巧な をな て > が がに 進出を かてた とおた しょ えその 巧ち 
. C ヴィ わら 乂や巧 S 中-^ を 巧 化し 7 ィ 。ッビ •ンに W る 巧が 化 おと ホ 巧を 化で わろ。 化ぶ 
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参 


の 了 リュゥ シヤンが なぶ 面から ホる 巧 も あるが， このが 巧は* 巧な 3 巧め •乂 艦な の 巧が に 
あしを い。 をれ からまた •ホ 道の おを な 阿す る 巧が あるが •これは ホ 常に 巧 巧が ぶい。 アィ 
リヵが 東亞に 進出す る：：：： 巧は • H 本に あるに な ひない から •この ホ おの 巧を おる 化路は •ア 
ィリ ヵに とつて 甚だが もし < な いものと 化 はれる。 なつて •口 本の 巧が おな を 始め •巧乂 ザ 
巧 上に •張りめ ぐらされ て 居る 巧は 》 柬 ょ 〇 する 巧# におして、 化 装卜： 非を に 巧 立つ てゐる 
ので ある 0 • 

巧に、 两 おぶ がから がる 路も おへられ るが •鉛 巧 おりなを 化の ホ 面の 地 おを おへる とを 》 
その 中を 巧つて ホる ことは、 至つてを おで、々：：： の やうに 辨巧巧 やが 水 おのを ホした 時代に 
がて は •相を の 田 巧が 伴 ふで あらう。 なにを 巧 •诞 巧む •巧 巧が なを. 日本の 巧 十： がかび て 
ゐ るから •これを 巧に 化め つ、* 化の 巧 除が ひたが しにが して < る とい ふやうな ことは •が 
為に W かる ホでは ない。 

度 巧 お 左と 目丰 のかな 
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日本と ホす Kwa 

かやぅ に •束から も おん らも •まは 西を も •夏に 大倍 供を 差- 's る ことは •誓 田 
巧で ある ことが 常 巧 上せけ るで あらぅ。 

, 六、 焦 巧す る アメリカ お军 

か：：： アメリカで ろ 化 ひ 切つ た攀の S 巧が •か 脚され てね るが > かしながら •器 
の 巧 ホに かて* 世 ホに 誇る イギリスの 乂 ななが •一巧 何を なしつ、 わる かを に 拾を ずる 
とろい ま、 での お ボカ S おろ おへ ホは’ がをから なめられれば ならち 
• x イツの 毫力 、イダ。- の攀力 Q ごとを は’ イギリスの おが 力に 比 校 ずれば’ みの 數 
ではたい， しわる に， が 巧 巧が お橡 もつ かわ ほど 飛 巧め お ホを おげ たなが として •がが 附近 
やかい おがでは •巧の 幫 K や 巡 装は 化を み 巧の が 出が わが 態で あろ 
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いまお y に 》 n 本と 了 ィリ ヵの 大巧 おが 巧茫 たる 太 や ホの 巧 中で •が も 十： 化 上で 角力を 巧 
るが ごと < 巧 ふ 巧を をな 保 すれば， 巧 脚ち や 巡^を お ホ < 持つて 巧つた 方が おな 巧 巧で わ 
らゥが •をん な 巧 巧 氣た合 巧は をり やぅがない， 

巧 ホは がわら 一方が 攻める と •他方が ホる とい ム S か自 がの 化が で わる。 守る ホは のこ 
のこ 化て は 巧かない。 巧を 白蜗の 海岸に 引を 奇サて •巧を 化つ て 一巧 巧が のモ 巧に 化る。 ぶ 
今が 西を 通じて •お 載と いん ものは > 必ず 何 おかの おお 近くに がて 巧 はれて むる。 それは 巧 
たが 巧静 すると ころで ある。々 H ィギ V ス なり* アメリヵ なりが •巧れ こそは 化が-の おが 
なり 本-自負して •を* とな 化を をへ て •この 巧义 ホが のがな の 小に •飛び；： $1 んで がると いん 
やぅな ことは* 非 おに お 謀な 巧 だ。 ノ ルゥ H 1 •オランダ* ベル ギ ー の 海 お •さては おなか 
中 お ホに がて •ィギリスの 1 はまい 控 おを 符 めた ので あるが、 それと 巧 じまい おおを. が 

がに がて 巧 おすと いふ わがを がを ると すれば •をれ はまこと にわ HW 巧い なで ある 0 
束 亞安化 i 日本の かお 
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日本と ナ * * Hta 

さう いふ ホ 巧で を をら •巧な の おのかを は •巧 程 巧な とする には 當ら ない， かな‘ 蓋 
な だけの な#. は 巧を 化が サわぱ ならぬ が •乂拓 牌が 巧が •如何なる お 巧を 迪 り* 如何なる ホ 
面に をる ベを かを おへれ ぱ •が 水ち なり •巧 巧 株な り’ もつ と 巧 化 的な 賊閒の 手段が ぁる こ 
とに なが か < 。その 點备巧 共に •巧に 氣が 化いて おる のでを る。 • 
2, ィギリス 攀は •巡泮 ち •おを ちぶび 水 おお •こた 飛行 沒を 加へ て’ 霜な を 巧 

巧し つ、 •巧佛 施 快から ド ー パ I を 地つ て、 テ I ムス 河 にんつて をる。 しかも • 夕 くの ち始 
を ドィッが 水 おやか 速 巧 やが 擊 巧の ながに 化し 立 がら •かなつ お 二 お 二 •これを 强巧 しなけ 
れ はならない は* 巧して 何た なかする で わらう か。 何も テー ムス 河の 方が のみを 进 ばな 
くと も •ょさ さうな もの だ。 ところが 》 そこが 巧 巧を のでを る。 

B ン •トンの 人口は 四百 巧と をはれ て わるが、 これを 日本 ホに 附近の 人口を なが すれば •モ 
冉 人に 近い。 この 大きな 人口を を ふためには •どんな 大きな 巧 おを 装り •巧せ をが つても. 
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お 巧 テ iK 内から 构資を 養で なけれ ぱ •閒に 合は をい 言な をを s 態に 立ち 巧つ て 
わると おられる。 されば •ィギ y スは ドィツの 上 畦 か 巧を 特た ないで. み晚參 るので はわる 

* いた 

しわし •化へ ぱ •ドィツの 诞 水ち 巧け 巧’ 快速 巧の セめ に‘ 海上の 逆 お 疑を をて •ィ 

す K Q 因 運》 を 含 期卞 ると いふ 時に ’ C を簽 SC 度裝 ない ィギ， X 攀だ委 

れち 何のた & をぶ を薛 つた S ち 反 巧 甘ずに ゐを をい。 お 巧は 必要に 巧 速ない が* 
おが そ Q を も s •十み S 討」 了 曼必蒙 &ろ ィギ， sf そ •い、 量し め 

である 0 

セ、 1 巧 盾と 巧 領巧巧 

泉ち ホを と 日本 のれ K 
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日本 i ナナス a を 

ホに 閣 巧の 要 索と しての 费が問 巧に ついては •なは 巧てから かう おへて むる。 

今日 わが 日本では 》 物 巧不 化の 巧が 巧し いが •をれ はだ パ— セントを をむ からで あつて， 
かみ 何 おの 闻 も-!-々 だとい ふ阁 はない。 を » の ごとを も 口 本の 闻は 化して 小 白山は しない。 
をし. 化 〇 ない とすれば* をれ はやり ホが おいの だと 化 ふ。 おょり •化 〇 ない わを も 色々 わ 
るが， 煎じつ めれば. 閒 題は 油の 一助に W する。 なるほど 油は 化 〇 ない。 そこで アメリカに 
巧を 下げなければ ならない わけで あるが •何時までも 中を 巧 巧して 》 アメリカ わら 油を 貫は 
をければ •をち 卜： 化ない R みで あらう か。 が 西の 巧 快 ホを 巧は 出がない ので あらう わと いふ 
巧 問が をる。 この 削 逆を 解か サネして •巧 巧の 巧 かも 何も わつ たもので はない。 

それでは 如何に すれば い、 わ， それには ホ 亞の〇 抬お巧 聞の 媒ぶ •化かが いふと ころの 乂 
化 苗-の 共' 巧闽 のがな をなず なかにはない。 アメリカが 巧を 巧ら をいなら. 巧が 巧で も 生 ホて 
巧<-^からは* をのか娶を油を乎にんれなければなら2。 その油は》 蘭钥巧巧にわる〇 これ 
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が 十み に 巧へ るなら 阿齒 はたい 〇が おに それが 巧へ ない のか。 巧す るに n 本の 化を 一つの w 
屈では わるまい わ 0 

いま アメリカが •是に まが や 巧洋を 白山に させたくない とい ム 化の 底は 化え 巧いて む 
ろ そして給對的忆ホたどを.がら1^い爱=には‘ 夏は勝モに霍忆モを学だらゥとのお 
なょり •アメリカ はを お ボカ •塞 男を 巧げ て戲巧 おな をが ひ •是の 獲に か、 つて & 
ろ だが •円 ま 力は’ アタリ々 の お 巧 力に して* 巧の 巧 色 もを い.。 か 円では 大巧を 
をを けて むる ィギリスの お¥ り も •法 かに 度 巧で あろを 化に •是 におして •ア メリ 
力は を 力を ゎげ て 肇と睡 ボと空 芝武養 制を 皂 •日本を 抑へ にか ふて 居る とい ふの 
が’ 现惡 Q で ゎろ 夏 S おが 力％ 籍奚 お」 いがを で& るか ミれ K ろ S 进を 

て 居る 0 • • 

この ザ 巧は 同時に 大西洋 ホ 面が がら あを とな 〇 •フランスを 化 巧し にし •ィギリス のをな 
度 巧み 义 iu 本のみ を 
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円本と ナチ ス » な 

が t も 晒み る 迫がない ことを み 話る ものである。 

を こで アィリ カの 施が 比 •をに 大巧 おを 計 巧し おめ た。 それは 义サ洋 ホ 面 にがては n 本を 
巧へ •乂 西が 方面では 巧 かを 抑へ る息留 からで あるが •お 局、 巧ず でもな ホを 吿げ •みがか 
めたら また どうなる かみらない。 日本と しては •よ < そのち 巧を 巧てから 巧 到を 計 巧を おて 
るが よい。 

それは さて 巧き •なは 南洋と いふ ものは •出 地 もが 扶も資 巧 も お® 岡な， の ものであると 化 
ム 。をれ が 往年 •白人の ために 無理み 巧 おがされ たの だ。 いまや 化 ホの おを が 巧 〇 •巧し い 
秩 .巧が 化み に 巧され よク とい ム •この 一大が ホのに めて は 》 これが •化しい 化 態に をされ なけ 
れ ばたら ない。 正しい 化 態とは、 本が のが W に理 ると いふ ことに ほかなら をい。 これを モン 
ロ ー ホ茲と 同な をで 片 づけよう とい ふやうな ちへ 方 も ある やう だが •をは それは 採らない 0 
何 化たら •モン：！— ホ茲 はアメ 9 力の 现 かたが 持して •化！！ のを 巧 わ 巧 さねと いん 击おだ 0 
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が 曲 2 现化 をが 持して > 化 苗の が A をが されと いん お 張 だ。 が 亞の巧 化を が 待して. 他聞の 
巧みを 巧 さめので は. 日本は 徒らに 拱 巧して 居らなければ ならない 〇さ ぅでを つては な 
ら ぬ^ 里の 巧 あを < して‘ 张亞 民族の おか 增 進は 巧ら をい。 塞の 巧 平を くした •世が 
のモ 巧は を 巧ない。 S の 安を のために •お 匪 巧 族の 證增 進の ために •窒即 おの 出 化’ 
巧 お •巧 おのな あを 化のを 巧 ホせ ねばならた。 

日本の 巧 巧が そこまで し •これを 巧 ルに を 巧して 巧から ない といん こと •これが ル 巧 
の 化 目で をけ れぱ ならない とお ム* 

八、 日本の ま 巧すべき 秋！ 

巧す るに •今日は 世 ホの 吸闻 時化で わる。 我 W 時化には 招 尚 時化の お 巧と いふ も S が ぁる 
束虽 安を 4H 丰 のれ fi 
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巧ち ゃ巧のぉ巧ち 鬟の进巧^ J は• 自らをはな^;^ればならぬ。 こた阳ホ人も誌めて巧 
ると ころ だ。 されば こち 農な にがても •奪 農法を 馨 はち やん と 改めて おる ではな 


サ# の悄 おは-刻* に 巧 化しつ、 ぁろ ョ ， a ッ パの 巧 ホ も •この 巧 何時までも がくとは 化 
はをい。 乂巧 これで片が；；>いたといムことになれぱ‘ 讓-に乂ををがミな字るのは 
明かで ぁる。 それを おへる 巧 •接 制 もが 巧で わるが • C 化さ-さ r 半 多 的 Q もので ぉ 
る〇 しんし* 均 賠脚 巧は お 巧の なをが する！^ 迎だ 。ちづ 巧-に* 蛛みル 巧の 化 進から 满モ 
し 巧 柏 制の 方は 念がず を サら卞 ゆつ くゎ 巧を 巧 巧け て やつても •閒 にな ふので はない h 
と •思ム ホ 巧で わる。 • 
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が 難 克服の 先 巧 問題 





な洲 大巧は な c 木が 的に 资 おし-ぶが が » とか おつて 化み 乂巧ハ おなが o 巧に ぬつて 化て 
& る。 ついそ. 功までは •巧 巧を おし 大巧が 巧 近し とい ム もの 少 <な< •所謂 お. 化 地に かう い 
ム說 をた す も 0 がみ わつ たのは •巧ら くを 請 夕 聞の お 果 、ボ 知す 进〇ゥ ちに 巧みな を 化に ホ 
ぜられ たもので わらう」. 化 ふ" • 

おが •巧 時 おみを が 新ず るに 兎角 わう した 誤 断が 少< なわつ ちま 巧ず 巧 ス巧ブ 巧ち 
巧 米が なず •みな それで ぁる。 わ、 る 誤 巧が 今を にがても 級 巧され るので は •巧の が がをお 
巧に おれる 巧が をり •こ 3 巧 大いにな 巧す ベを でぁる 0 

あんに か、 る 誤 苗は •ホと してが 西大截 に共殖 する おお 的な をを 靖お めに 把 巧し 巧ない わ 
巧 な巧^ の ホれ 的坦 
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日本と ナナス 扣 

ら生 ホる もので わらぅ 0 

卜 .をは かや 愛 的 巧 ホ 期に きて。 る •巧 お. 巧に おする お秩 巧の 巧 •卽ち 现籍 巧に 巧ず 
るぞ おの 晒 巧 人は 忆 巧つ て避£ い 除た 篡が でを つて、 そ S 括を に 於て 變利 をに 於て 

巧‘ お 巧 格 S 器を いえで わろ 舊秩ホ K 沒 S 」 ミ S 必が楼 n 巧を 车な戲 向 

のち 透し は々 をと 巧 も 誤を をを おし 巧い ので ある。 

今一つ 慈すべき は •近代 巧の 株ぶ は 巧 本め に變 つち 巧 力 巧は おを 巧 ホの 菱る是 で 
はない とい ふ襄が 一む に巧它 たが •これ また 蓋の ノル々： 我に がて その 巧 相の 巧 巧 
たるを おでた 表で & る。 巧 璧が寶 がない 巧に 武力 巧が 蓋 的に 霞す るのは 巧が の 

ことで ある 0 - 

お霉 はお 慧 とを 0’ が材婆 牌と き了擊 的で な < •人 護 惡卞災 蜗は黃 巧ょ 
ミ 巧つ て 莫大な も Q で わる じと ちが 美 おにみ る 白が のか 何に 送を 涅し ぅすを を 巧 
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をせ しめる ものが あるので ある。 巧に なんでを 日 姓々 たる ホを は* 孔じ乂 おの 巧を •白が む 
目 巧で わる。 

二 

ホち ホを と 巧が とは 一を しない ことが みい。 巧 巧な ちその 巧が 特に 巧い。 化に 化に な 
惡の蝴 なをな おして お 普む^ をを つては ならない。 个り 人の 所謂 人が を盡 して， 犬 かを 树 つと 
はこれ で， 火 命を 巧つ とは •神明に 巧つ てを、 むの 命ずる ま、 にを 帘を 盛し •化 化を 灭に をし • 
惦仰灭 地に 愧ぢ ざる •む 巧を おム ので ある。 

さて •ぶ 那ザ變 が ホ だが 化しない にも あらず， 歐洲 巧が ザ < も 化媒載 的 おがを 巧し つ、 わ 

ることは巧み巧い^^である。 お巧は結り返ず。 が- ソ -乂も：^參巧の可能巧がわろ。 お 
巧 «巧》 の ホか时 n 
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た 的が 巧 巧で わる この 大詰に かて •なをの 巧を 搞る ものは* 誰で あらぅた 矣 日を 巧い 
て 化に 何 2 がわる で をら 5。 こ-; i はを て 强 が。 や寝餐 はない。'® 阁 C 闽柏 とその 地 孤 
の 巧 奥に ょる 誤卜； Q 搂 とが 援 つて、 白が さっなら」 &るも C で* これ 皇莫 がの 巧 命 
でを な 0 - 

わが 閒 なのが 力と 巧 下の 网悄は •ちて この 来せが む 庭に— して’ ょく 大赋の 巧 命を 
葵 だける で わらえ。 S 巧 S 但隻 S て 白 ピを巧 巧‘ 檢封 てへ をで わる。 

• c が 閒葱巧 力と」 て 地我囊 に 管 闲防去 撰は 贊て 巧？ わる。 近 來な米 脚な 

の 泣 迫と 巧に •や、 も すれば わがお^ 阅巧 にす 女を ぶす る 人 も ある やぅで あるが、 乂 ルお蚁 

の岛 巧を おがに 繁了閱 華げ に 脅」 • 57 ジ 7- KK 襄 S 錠を 孚 をが 地 巧の 

環 巧と、 を 兀帥抗 ホ 3 下に 一が W おお 誠 Q 結 でれ る 巧 耻不 化の お 悼 •をが の 巧 掌を 
り、 わがぶ 卜：阁 巧は 乂 盤-石で あると つて 巧らぬ ので わろ なほこれ について は •一辑 なら 



ホ お 巧义巧 s な 叫 も あり* 巧 等は 巧 巧 あるが な 巧 おに 化烦 してょ いもむ である。 

また 近が しを 〇 にれ 資小 化の 訴をお < が •巧に 不 化して ゐる ものは 巧ら もな く 》 ^ はが 
制が 巧 のげ 格 じを わが おおして ず 化 器を M してね るに 巧ぎ ない ので •何 部悲學 る必巧 
をなん ない。 が 油 •巧錢 その 化な に-小 化して ゐるも 3 がないで もない が •巧れ もぷ からず 概 
化する であらぅ し •をの トツ クを W て 巧ず る ことが 化が •また 巧 別み 巧で 卽 ちおんの な 
も わる。 巧に 化 化 恥 ホ ともなれ ぱ問 巧は 白ら がた じな 〇, 化な 固が の 巧 源は、 なが おつて 川 
ひる こと も 化 ホる。 巧な のか < •ぶ 巧の 資 被は お盟巧 族の 川を 辨 じて 餘り ある もので、 现じ 
白人 闻 S 簿 K 化つ H 大部み は 萬を て ゐ るが. お i 護 藝 sf お 章る 巧闽が • 
これを 巧 用し 巧 用す るに 何の 巧る ところが あらぅ 0 

■た r 而な ずべ をは* 人 閒のわ 慾には 巧 おない ことで ある。 ぶが 物の 巧を は 巧し 推い。 され 

ぱおだ 巧て 巧を のみ 的が 備 をな て閒 巧した ことを おかない 〇构 ，む： 曲面の おおち 巧ょり その 
巧 x 巧 K の ホれ ms 
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一つ も 巧 < ことは 化 ホない ち、 むめ 巧 おこを 巧 本め 巧 一巧の お菜た る ことは みを 巧たない。 
〔巧の が 短を を 巧 < 勿れ、 一 か 賠み这 む 巧 おこ そげが なれ」 とは、 た r にが 道の みのがめ で 
はない e 

111 

をな 巧 化が がゎ がをお s ま 持に 化つて 》 巧 たには 立した のは •を 巧に 堪 へない ことで ゎる 
が* これを なて 直ちに 巧 巧が 化 近し > 待望ので 巧の 巧 化 化ぇ たりと かな K しては をらぬ。 夕 
直に 云へ ば •これは ホ 巧 店 巧の 一投附 にる ぎない。 巧を 化 樣が巧 一三 困の ぶが F に 巧が として 
な 在す る 化り •これの が 伐 お沾八 おが 服 化が は •巧ら 之を 口 本の# 力に 俟つ 他な < •悅 つて 
巧の 解 化は、 羊ろ 今後に かける 巧 巧の 巧 力が 盤 3 か 何になる といん ベを で ホる。 而 して こか 
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が 巧には' た ほか 當を 巧に 互つて 巧みの «拥 を 巧 化する ホ備 と巧悅 とを がた にしなければ な 
ら ぬので ある 0 - 

わが 巧が 卜：の 化 化は 巧を である。 お 巧 巧との 资のボ ちかは 財より 巧 おの である。 た re 
のなか も々 巧に 巧へ ない ことは、 現下の 巧內 巧みと 田な 脚な である。 (一) 巧 gu 來 化が がし 
きりに 巧を してな 局のを お t げき、 (二} 巧 巧が 制が 巧を を 失して わ 巧 偏を* 化 巧す 安の 巧 巧 
に 滿ろ二 一 ごむ おの 放 信 地に 访 ちて 闽法巧 はれず、 (四 巧 巧が なぜず してが くが をのが 望を 
みはん として ゐ る。 わぅ いふ 巧では* わがが 族の 巧軌 たる 巧み 殆两の 巧 神 も その 巧 美を 巧 巧 
する 山 もない。 围 巧の ilElSR がわく のかを では •巧して よ <闻 ぶの な 力を 巧げ て 巧 政の n めを 
なをし、 卜お 巧の 脾 兵の あ 冗と* 钻後聞 巧の 巧 巧と を化爾 ならしめ ざる ことが 出が よぅか 0 
巧に W 巧 g 係を 見る に、 巧 •米 •佛 •がは 何れも 明かに 新は がを を認 し、 新秩 ホの 巧設を 

阻 化せん としつ、 ある。 なる にお 來物安 輪ん の 切なる お 求より してち ホとの が おを 力 避け 
巧 g な W の ホ庆间 M 
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ょうとす る餘 り、 烟 態を これが とし •巧し をは これと 巧 巧して が 巧を がか 甘ん とする 傅 向す 
ら わる。 もし 日み にして 巧に 巧ち 米た 〇 •これに 化が する 態度を 巧て 巧ない とするならば、 
巧と 一麻で あろべき 巧 化が もまたがら ざるを 巧ない。 わ < して 日' 汪 りが おに 巧 米松が であ 
るなら ば •ザ爱 の 解か •巧秩 巧の 巧 鼓は 百が 淸 がを 待つ が 如 < であつて、 何時 これが 巧は を 
巧し 巧る でを らう か。 わが ルタ 現下の 巧 巧は* これを 一片の 杞巧 として 葬 〇 まること が 山が 
ょうた 巧 巧を < おへ ば •その 明白なる ネ 巧に 槪 まされつ、 も > 眼前の 利 巧に 捉 はれて その 
口 巧し を じて わるの が、 巧らざる 巧 巧で 化 あるまい か。 巧ね て 云 ム〇大 邸の が お 的 息 落は 巧 
秩序の 巧設 にわる。 かに 》 わが ルタの 柄 巧 ホ かも また このな 茜に がし •この おに 巧う とき、 
初めて 自 ホル 巧の あにな ぢず •お 巧 2n 的の 完 をに 巧 盤し 巧る ので ある 0 

內 なか 交が 現 化の か < であるならば •わが 励 巧の 巧 力 もを がする に 山な く •た*、 に 巧 おの 
解かが 困 巧で わるの みでは をい。 サ が 大巧に 蒂 おする がかき は* 思 ひも 巧らない ことで を 
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巧 巧の 危なに 度す る 刻下のを 玲は •か、 る巧訪 りたる 现 化を 打 閒 し、 乂截 のな お 把 おに 化 
る お 海が 巧の おな にょつ て' 人， むを 一巧し， 技 治を お化し* 网 巧の あ 誠と 巧 おの 紙 力と をを 
げ て-なに 巧 中す る 巧の 駐時闽 ぶ® 制を な 立す る ことに ある 0 

四 

か、 る： おお 一巧の 巧な しは、 巧な 巧を の 能くす ると ころでは な <* K 々たる お 巧の-あぶと 
ころでは ない 〇化 してぶ 巧 やおな 巧 ダの が 巧では ない 〇 巧に ホ材 がの お 機に n 扔 め， 千な 1 
迪 むが 巧に する わが 巧化闽 W の， む わらなる ほ 巧 • 避怕 をぶ 巧と して 築かれた る 凶 
K 化 挺の トーに 》 お网 なる •かがなる' 现巧巧 力に も おんされ ざるな 化が が 化されて、 がわて 可 
巧# を 肚のホ 戊 問 曲 


口 本 t ナナス 冉巧 

能な ことで ある。 これ 旧ょり が あのまでは をい。 併し 時 巧 克服の 唯一の 途で わる。 これ W ル 
にお おにを のをの ない ことは •旣往 の 巧が が これを 巧 話して なり ある もので わる 0 
かや 巧 巧を 化の 巧 巧は •直接 巧 巧 巧 巧の 巧 巧に 强 つてね る。 化を 化 節を 莖 すは 口 本人の み 
かで ある 〇 この お •巧の 化 節は •一巧の 巧 きがかりを 一が して、 協、 む 巧 .；： r : 史始 一が •闽の 
巧 化しの 大 まに 遵 進す るょり 大 なる はなしと 路 おする ものである。 

(巧 か 十五が 六月 「大巧な 巧 ホ義」 な】 


一 106 


n 巧 日 一 •^ け一 十 >£け| 
朽 ® H « 十 リー 十 与 S 十 > 

げ 06 0 ) — 


み… ••••••• ••一 巧 


SRA 


着か ま ホみ 《 


衆 度 •ホ； 化 WIlrJMl 

S 巧者 化 巧 鐵 

泉 ま！ 一田 Rit 化 WSTUt 

巧な 人 ル H ホ 

束ィ去 神 巧一 巧 か S 宁 H 1 

巧 M 巧 左 0 


—K ボ神 WWW — 化 W : TH 1 

0 00 ア ル 

電 BtQI 二と •左 •二 

巧 巧《 な 二 n 八* 





巧 四十が 左 巧 十 お一 巧 お • a 十 巧 巧を 價 巧 • 巧 十五 田 巧 B ホ 巧 六 田 


舶が乂 » 

来ホ怡 お 著 


小 拭 威彥蕃 
西な 彌お 衞蕃 
木 村 拾象邀 
白 •け I 敏火著 

巧 进义が 巧 巧な 化 

クラウゼ 若 


チ スー 思— 想— 論 
ス 黨と國 家との 欄 係. 





孟 

著 


照 

雄 

著 


巧 巧 十 巧 S 巧 十 化一 巧 巧 • a 十六 巧を 價を • 巧 十五 豆; I 巧 ぉだ六 田 



iiHU 


トラ I 靑少 年 


拓な ホが 巧 Kn 化袭 

シで ルツで 篆 


曲が 巧 火 化巧ボ 中な 




出 延遊摧 






g 凸十班 五 fii 十 巧一 かお. a 巧 六 ホを 11 を. ち 十五 百 巧 占 並な ホロ 










I 

I 

I 




g 田 十 ホ 五 s 十 «— 


. a 十六 册 を 谓 を- H 十五 宜巧 B * 冉ホ田 


虎 



おが 大佐 こ ここ 

1 で 1 出— 英夫著 
淸水宣 雄 著 


3! 軍大學 なせ ，_ こ 

於 田 秋 光 著 





ナ 

1 i 

ナ 

曰 

第 

地 

チ 

1 チ 


二 


ス 

; ス ! 

巧 

1 

次 

域 

の 

の i 

宗 

1 

を 1 

1 

大 

が 


敎 

1 

涉 

mi 

戰 : 

1 

治 

樂 

攻 

1 

1 

史 

1 

i 

史策 

史! 

集 i 論 


チ ツ 


! ス！ 


敎！ ラ 
育 I 




中 

を 小み 

川 

巧 

が 

田 含 

m 

上 

本 

稱 

1 

兰ぉ 

1 

健 

太 

光 

が 治な 


郎 

著 

著 

著 

著 



g 因 十 《五 3 十 *— « 进 • a 十六 册各 1 ■ を * 














